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「
共
謀
罪
」
の

制
定
が
検
討
さ
れ

て
い
る
と
い
う
。

先
の
「
秘
密
保
護

法
」
に
続
い
て
矢

継
ぎ
早
で
あ
る
。「
違
法
な
行

為
」
を
「
集
団
で
」「
計
画
す

る
」
だ
け
で
、
犯
罪
と
さ
れ
て

し
ま
う
。
過
去
に
３
度
廃
案
に

な
っ
た
法
が
ま
た
ぞ
ろ
出
て
き

た
。
テ
ロ
対
策
と
い
う
が
、
何

が
テ
ロ
な
の
か
、
定
義
は
あ
い

ま
い
だ
。
暴
力
団
が
例
に
引
か

れ
る
が
、
取
り
締
ま
ら
れ
る
の

は
国
民
の
権
利
で
は
な
い
の

か
、
懸
念
が
つ
の
る
▼
取
り
消

し
は
し
た
も
の
の
、
秘
密
保
護

法
に
反
対
す
る
デ
モ
を
「
テ
ロ

行
為
と
本
質
に
お
い
て
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
」
と
政
権
党
幹
部

が
言
い
放
っ
た
の
は
、
わ
ず
か

２
カ
月
前
だ
。
デ
モ
と
テ
ロ
を

同
列
視
す
る
と
は
論
外
だ
が
、

「
威
力
業
務
妨
害
」「
公
務
執

行
妨
害
」「
道
路
交
通
法
違

反
」
…
「
違
法
な
行
為
」
は
い

く
ら
で
も
設
定
で
き
よ
う
。
市

民
運
動
を
萎
縮
さ
せ
る
た
め
、

恣
意
的
な
運
用
が
な
さ
れ
な
い

保
証
は
何
も
な
い
▼
法
務
省
は

否
定
す
る
が
、
戦
前
の
治
安
維

持
法
を
想
起
す
る
人
た
ち
も
多

い
。
１
９
２
５
年
「
過
激
社
会

運
動
」
を
規
制
す
る
と
し
て
作

ら
れ
た
こ
の
法
は
、
戦
争
の
深

化
と
と
も
に
幾
度
も
改
悪
さ

れ
、
つ
い
に
は
死
刑
法
と
な

る
。
社
会
主
義
者
の
み
な
ら
ず

自
由
主
義
者
、
宗
教
者
、
政
府

批
判
が
す
べ
て
弾
圧
の
対
象
と

な
っ
た
。
戦
争
へ
の
地
な
ら
し

の
役
目
を
担
っ
た
法
律
が
あ
っ

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

▼
「
共
謀
罪
」
や
「
秘
密
保
護

法
」
は
安
倍
内
閣
の
め
ざ
す
、

集
団
的
自
衛
権
行
使
や
９
条
の

改
憲
と
表
裏
一
体
で
あ
ろ
う
。

知
る
こ
と
が
犯
罪
、
話
を
す
る

こ
と
が
犯
罪
、
行
き
着
く
先
は

戦
争
へ
の
道
と
な
ら
ぬ
よ
う
厳

重
警
戒
だ
。
安
倍
さ
ん
「
凶
暴

罪
」
で
逮
捕
で
す
ぞ
。 

（
星
）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

３面クイズチラシ第１シーズン　当選者の声

４~５面政策研究会詳録「企業の内部留保」

８面保険診療のてびき
糖尿病の合併症管理最前線〈医科〉

研
面
究

元琉球新報論説委員 前泊博盛氏が講演

　

日
本
は
主
権
を
取
り
戻
し
、
外
交
力
を
発
揮
し
て
ア
ジ
ア
と

友
好
関
係
を―

―

。
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
は
２
月
22

日
、
協
会
な
ど
と
共
催
で
、
講
演
会
「
知
ら
れ
て
い
な
い
米
軍

基
地
の
こ
と　

憲
法
無
視
の
日
米
地
位
協
定
」
を
協
会
会
議
室

で
開
催
。
沖
縄
国
際
大
学
大
学
院
教
授
の
前
泊
博
盛
氏
が
、
日

米
安
全
保
障
条
約
の
問
題
点
や
米
軍
基
地
を
抱
え
る
沖
縄
の
現

状
な
ど
を
語
り
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
会
員
・
市
民
ら
１
５
４
人

が
聞
き
入
っ
た
。

九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会
講
演
会
「
憲
法
無
視
の
日
米
地
位
協
定
」

　

前
泊
氏
は
、
日
米
安
保
条
約

に
基
づ
き
在
日
米
軍
の
取
り
扱

い
を
定
め
る
日
米
地
位
協
定
に

つ
い
て
、
米
軍
施
設
・
区
域
の

国保審査委員（上）と協会役員（下）

１
５
０
人
以
上
の
参
加
者
が
熱
心
に
聞
き
入
っ
た

使
用
に
は
日
本
の
法
令
が
適
用

さ
れ
な
い
、
環
境
基
準
が
な

い
、
原
状
回
復
義
務
が
な
い
、

低
空
飛
行
訓
練
が
禁
止
さ
れ
て

い
な
い
な
ど
の
問
題
点
を
列

挙
。
さ
ら
に
、
密
約
に
よ
り
、

地
位
協
定
で
定
め
ら
れ
た
こ
と

す
ら
守
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
と
し
て
、
日
本
は
主

権
を
行
使
で
き
な
い
ア
メ
リ
カ

の
属
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
、
日
米
地
位
協
定
自
体
が
象

徴
し
て
い
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
の
言
う
「
抑
止

力
」
の
た
め
に
沖
縄
に
基
地
が

必
要
と
い
う
論
理
に
対
し
て
、

「
軍
事
的
に
考
え
る
と
沖
縄
は

中
国
に
近
く
有
事
の
際
に
は
中

国
か
ら
の
攻
撃
に
耐
え
ら
れ
な

い
」
と
述
べ
、
在
沖
米
軍
は
抑

止
力
と
し
て
機
能
し
な
い
と
解

説
。

　

そ
れ
で
も
沖
縄
に
米
軍
基
地

が
集
中
し
て
い
る
の
は
、
森
本

敏
元
防
衛
相
が
「
軍
事
的
理
由

は
な
い
が
、
政
治
的
理
由
か
ら

沖
縄
に
置
く
し
か
な
い
」
と
言

っ
た
よ
う
に
、
米
軍
基
地
を
本

土
に
置
け
な
い
か
ら
だ
と
、

「
抑
止
力
」
論
の
欺
瞞
性
を
明

ら
か
に
し
た
。
さ
ら
に
、「
抑

止
力
」
と
し
て
機
能
し
な
い
ど

こ
ろ
か
、
米
軍
基
地
は
、
沖
縄

国
際
大
学
へ
の
ヘ
リ
墜
落
事
故

な
ど
、
県
民
を
危
険
に
さ
ら
し

て
い
る
と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
経
済
的
関
係
を
深
め

る
こ
と
で
域
内
紛
争
を
な
く
し

た
Ｅ
Ｕ
に
学
び
、
ア
ジ
ア
諸
国

と
強
調
し
た
。

　

前
泊
氏
は
、
沖
縄
県
の
地
方

紙
・
琉
球
新
報
の
元
論
説
委
員

で
、
日
米
地
位
協
定
に
関
す
る

国
の
機
密
文
書
を
ス
ク
ー
プ
し

た
経
験
を
も
ち
、『
本
当
は
憲

法
よ
り
大
切
な
「
日
米
地
位
協

定
入
門
」』（「
戦
後
再
発
見
」

双
書
２
）
な
ど
の
著
書
が
あ

る
。

　

会
の
最
後
に
は
中
野
圭
子
氏

が
、
父
親
で
あ
る
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
初
代
会
長
・
中
野

信
夫
氏
の
従
軍
記
を
再
編
集
し

た
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
軍
医
殿
！

腹
を
や
ら
れ
ま
し
た
〜
イ
ン
パ

ー
ル
作
戦
ビ
ル
マ
敗
走
記
』

（
か
も
が
わ
出
版
）
の
普
及
を

呼
び
か
け
た
。

　

当
日
は
、
愛
知
、
大
阪
か
ら

も
役
員
が
多
数
参
加
し
た
。

と
の
関
係
を
強

め
Ａ
Ｕ
（
ア
ジ

ア
連
合
）
を
つ

く
る
な
ど
、
日

本
は
外
交
力
を

強
化
し
発
揮
す

べ
き
で
あ
り
、

「
九
条
は
多
角

的
安
全
保
障
と

し
て
必
要
」
だ

支
払
基
金

「
査
定
の
具
体
的
理
由

記
載
に
努
め
る
」

　

１
月
16
日
に
は
支
払
基
金
審

査
委
員
と
懇
談
し
、
協
会
か
ら

要
望
し
て
い
る
審
査
改
善
項
目

や
最
近
の
減
点
事
例
等
を
も
と

に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

懇
談
に
は
、
支
払
基
金
審
査

委
員
会
か
ら
齊
藤
清
治
審
査
委

員
長
ほ
か
医
療
顧
問
、
主
任
審

査
委
員
あ
わ
せ
て
５
人
が
出

　

協
会
審
査
対
策
部
は
、
１
月
16
日
、
29
日
に
支
払
基
金
、
国

保
連
合
会
の
審
査
委
員
と
そ
れ
ぞ
れ
懇
談
し
、
協
会
会
員
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
減
点
事
例
な
ど
を
も
と
に
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
レ
セ
プ
ト
審
査
の
改
善
を
目
的
に
、
審
査
委
員
の
改

選
を
受
け
て
２
年
に
一
度
実
施
し
て
い
る
も
の
。

席
。
協
会
審
査
対
策
部
か
ら
は

西
山
裕
康
、
川
村
雅
之
各
副
理

事
長
、
池
本
恒
彦
、
清
水
映

二
、
八
木
秀
満
各
理
事
、
岩
下

敬
正
評
議
員
が
出
席
し
た
。

　

懇
談
で
は
協
会
側
か
ら
、
突

合
点
検
お
よ
び
縦
覧
点
検
に
つ

い
て
、
画
一
的
に
審
査
を
行
わ

ず
、
主
治
医
の
裁
量
を
重
視

し
、
医
学
的
常
識
に
基
づ
い
た

審
査
を
行
う
よ
う
求
め
た
こ
と

に
対
し
、
基
金
側
か
ら
、「
こ

れ
ま
で
ど
お
り
療
養
担
当
規

則
、
診
療
報
酬
点
数
表
お
よ
び

関
係
通
知
等
に
基
づ
き
、
個
々

の
レ
セ
プ
ト
に
即
し
て
、
患
者

の
病
状
、
病
態
、
特
性
を
把
握

し
た
上
で
審
査
委
員
の
医
学
的

判
断
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
突

合
・
縦
覧
点
検
の
実
施
が
、
画

一
的
な
審
査
や
医
師
の
裁
量
が

損
な
わ
れ
る
よ
う
な
審
査
に
つ

な
が
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て

い
る
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
協
会
側
か
ら
、
協
会

に
寄
せ
ら
れ
た
具
体
的
な
減
点

事
例
も
示
し
、「
医
療
機
関
か

ら
、
査
定
さ
れ
た
理
由
が
わ
か

り
に
く
い
と
の
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
再
審
査

請
求
の
結
果
、
原
審
ど
お
り
と

す
る
場
合
は
査
定
理
由
を
明
確

に
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
」
と
要
望
し
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、「
今
後
に
お
い
て

も
、
具
体
的
理
由
を
記
載
し
、

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

る
。
な
お
、
原
審
ど
お
り
と
さ

れ
た
理
由
に
つ
い
て
疑
義
が
あ

る
場
合
は
、
支
払
基
金
兵
庫
支

部
の
再
審
査
相
談
窓
口
に
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
」
と
回

答
が
あ
っ
た
。

国
保
連
合
会

「
納
得
い
か
な
い
場
合

国
保
に
問
い
合
わ
せ
を
」

　

１
月
29
日
に
は
、
県
国
保
連

合
会
審
査
委
員
と
懇
談
。
国
保

連
合
会
か
ら
審
査
委
員
会
会
長

を
含
め
３
人
が
出
席
。
協
会
審

査
対
策
部
か
ら
は
西
山
裕
康
、

吉
岡
巌
各
副
理
事
長
、
森
下
敬

司
顧
問
が
出
席
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
主
治
医
の
裁
量

を
重
視
し
、
医
学
的
常
識
に
基

づ
い
た
審
査
を
行
う
よ
う
求
め

た
こ
と
に
つ
い
て
、
国
保
側
は

「
療
養
担
当
規
則
、
薬
事
法
、

関
連
通
知
等
に
基
づ
い
て
適
正

で
公
正
な
審
査
に
努
め
て
い

る
。
た
だ
し
、
医
学
的
な
常
識

と
保
険
診
療
上
の
審
査
が
異
な

る
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
」
と
し

た
。

　

薬
剤
の
適
応
外
使
用
に
つ
い

て
は
、「
原
則
認
め
ら
れ
な

い
。
た
だ
し
、
レ
セ
プ
ト
の
摘

要
欄
に
必
要
理
由
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
る
場
合
は
、
審
査
の
参
考

に
す
る
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
査
定
の
連
絡
文
書
の

記
載
に
つ
い
て
、
記
号
に
よ
る

表
記
だ
け
で
は
な
く
査
定
理
由

が
わ
か
る
内
容
に
す
る
よ
う
改

善
を
求
め
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、「
増
減
点
連
絡
書
に
は
記

号
の
説
明
を
付
し
て
い
る
が
、

査
定
内
容
が
不
明
、
納
得
が
い

か
な
い
場
合
は
国
保
連
合
会
に

問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
回
答
し
た
。

　

さ
ら
に
、
協
会
に
寄
せ
ら
れ

た
査
定
事
例
を
示
し
、「
保
険

者
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
を
安

易
に
容
認
し
な
い
よ
う
慎
重
に

対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
ら
た

め
て
要
望
し
た
。

「抑止力」はまやかしであり、
在日米軍基地の必要性はない
と語る前泊氏　　　　　　　

県
民
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

県
民
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

支
払
基
金
・
国
保
審
査
委
員
と
懇
談

医
学
的
常
識
に
基
づ
い
た
審
査
求
め
る

医
学
的
常
識
に
基
づ
い
た
審
査
求
め
る

協 会協 会

基金審査委員（上）と協会役員（下）
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管
理
栄
養
士
の
配
置
義
務
化

は
、
協
会
・
保
団
連
の
粘
り
強

い
運
動
に
よ
っ
て
、
有
床
診
療

所
で
は
元
の
加
算
評
価
と
な

り
、
撤
回
さ
れ
た
。
一
方
、
病

院
は
、
経
過
措
置
は
設
け
ら
れ

て
い
る
も
の
の
義
務
化
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
る
。
特
に
中
小
病
院

で
は
管
理
栄
養
士
の
確
保
が
困

難
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
地
域
医

療
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
病
院

に
つ
い
て
も
義
務
化
を
撤
回
す

べ
き
で
あ
る
。

　

前
々
回
の
改
定
で
大
き
な
混

乱
を
も
た
ら
し
た
入
院
患
者
の

他
医
療
機
関
受
診
時
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
協
会
・
保
団

連
の
た
び
重
な
る
要
請
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
今
回
も
全
く
改
善

さ
れ
て
い
な
い
。

　

今
次
改
定
は
「
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
」
で
示
さ
れ
て
い

る
社
会
保
障
切
り
捨
て
を
さ
ら

に
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
協

会
は
地
域
医
療
改
善
の
た
め
に

診
療
報
酬
の
抜
本
的
引
き
上

げ
、
患
者
負
担
の
軽
減
を
求
め

て
い
く
つ
も
り
だ
。

く
わ
ず
か
の
引
き
上
げ
に
留
ま

り
、
小
規
模
・
零
細
な
歯
科
技

工
所
、
長
時
間
・
超
過
酷
な
労

働
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
歯
科

技
工
士
を
支
援
す
る
も
の
に
は

な
っ
て
い
な
い
。

　

歯
科
を
め
ぐ
る
矛
盾
の
根
源

に
は
、
長
期
に
わ
た
る
低
医
療

費
政
策
が
あ
る
。
今
次
改
定
で

も
歯
科
医
院
経
営
の
改
善
は
も

と
よ
り
、
歯
科
医
療
を
支
え
て

い
る
歯
科
技
工
士
と
歯
科
衛
生

士
の
就
業
改
善
に
も
到
底
い
た

ら
ず
、
歯
科
医
療
危
機
は
い
っ

そ
う
深
刻
と
な
る
。

　

協
会
は
、
窓
口
負
担
大
幅
軽

減
・
保
険
範
囲
の
拡
大
・
診
療

報
酬
の
改
善
実
現
へ
患
者
・
国

民
と
と
も
に
「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
」
を
求
め
る
運
動

を
引
き
続
き
強
め
て
い
く
。

場
合
、
保
険
給
付
の
対
象
外
と

す
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
お

り
、
湿
布
や
漢
方
薬
な
ど
、
さ

ら
な
る
対
象
外
の
拡
大
、
保
険

外
併
用
療
養
の
拡
大
、
混
合
診

療
の
解
禁
へ
と
つ
な
が
り
か
ね

な
い
。

　

３
．
入
院
医
療
で
は
、「
高

度
急
性
期
と
一
般
急
性
期
の
明

確
化
」
を
掲
げ
、
２
年
間
で
急

性
期
病
床
を
現
在
の
36
万
床
か

ら
９
万
床
削
減
す
る
方
針
だ
。

７
対
１
入
院
基
本
料
に
つ
い

て
、
平
均
在
院
日
数
短
縮
に
向

け
た
特
定
除
外
制
度
の
見
直
し

や
看
護
必
要
度
の
見
直
し
、
在

宅
復
帰
率
の
導
入
な
ど
で
算
定

要
件
を
厳
格
化
し
て
い
る
。

「
急
性
期
病
床
と
長
期
療
養
を

担
う
病
床
の
機
能
分
化
」
と
し

て
、
急
性
期
病
院
か
ら
の
受
け

皿
と
し
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
病

棟
」
が
新
設
（
従
前
の
亜
急
性

期
病
棟
か
ら
改
編
）
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
療
養
病
棟
で
も
在

宅
復
帰
機
能
強
化
加
算
が
新
設

さ
れ
て
い
る
。
急
性
期
・
慢
性

期
に
関
わ
ら
ず
、
入
院
患
者
の

早
期
退
院
を
促
す
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

へ
」
の
誘
導
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

先
進
医
療
技
術
か
ら
の
保
険

導
入
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
模
型
を
読

み
と
り
、
歯
冠
補
綴
物
を
削
り

出
す
装
置
）
冠
や
歯
科
用
Ｃ
Ｔ

撮
影
装
置
お
よ
び
手
術
用
顕
微

鏡
を
用
い
た
歯
根
端
切
除
術
な

ど
、
一
部
の
歯
科
医
療
機
関
で

し
か
算
定
で
き
な
い
も
の
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
安
全
性
と
有

効
性
が
認
め
ら
れ
る
先
進
医
療

技
術
は
す
み
や
か
に
保
険
導
入

す
べ
き
で
あ
る
。

　

他
方
、
う
が
い
薬
の
み
の
処

方
に
つ
い
て
保
険
給
付
か
ら
除

外
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
て
こ
に
し
て
い

っ
そ
う
の
保
険
外
し
が
狙
わ
れ

か
ね
な
い
。

　

ま
た
、
歯
科
技
工
加
算
は
ご

料
）
に
も
同
一
建
物
居
住
者
の

取
り
扱
い
が
導
入
さ
れ
、
点
数

が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

医
療
内
容
は
同
一
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
一
建
物
居
住

者
と
い
う
だ
け
で
点
数
を
大
幅

に
引
き
下
げ
る
こ
と
は
極
め
て

不
合
理
で
あ
り
、
在
宅
医
療
に

取
り
組
む
医
療
機
関
の
経
営
や

在
宅
療
養
患
者
に
多
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。
不
適
切

な
医
療
機
関
へ
の
対
応
は
、
予

定
さ
れ
て
い
る
療
養
担
当
規
則

の
改
定
で
十
分
だ
。

　

そ
の
他
の
項
目
で
は
、
要
介

護
者
に
対
す
る
維
持
期
リ
ハ
ビ

リ
の
経
過
措
置
が
さ
ら
に
２
年

間
延
長
さ
れ
た
。
し
か
し
、
過

去
１
年
間
に
介
護
保
険
の
通
所

リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
し
て
い
な
い

場
合
は
減
算
と
な
る
な
ど
、
新

た
な
ペ
ナ
ル
テ
ィ
も
導
入
さ
れ

て
い
る
。

　

う
が
い
薬
の
み
を
処
方
し
た

宅
か
か
り
つ
け
歯
科
診
療
所
加

算
の
新
設
、
周
術
期
口
腔
機
能

管
理
料
の
点
数
引
き
上
げ
や
医

科
歯
科
連
携
の
評
価
な
ど
、
一

定
の
改
善
が
み
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
長
年
据
え
置
か
れ

て
い
る
基
礎
的
技
術
料
の
大
幅

引
き
上
げ
が
見
送
ら
れ
た
。
ま

た
、
在
宅
医
療
の
充
実
を
重
点

課
題
と
し
て
い
る
も
の
の
、
訪

問
診
療
の
20
分
要
件
は
撤
廃
さ

れ
ず
、
同
一
建
物
内
２
人
以
上

の
歯
科
訪
問
診
療
料
が
大
幅
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
。

　

義
歯
新
製
後
の
管
理
料
・
調

整
料
が
「
歯
科
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
料
」
に
変
更
・
包

括
さ
れ
、
実
質
的
な
引
き
下
げ

と
な
る
と
と
も
に
、
医
学
管
理

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
の
流
れ
が
作
ら

れ
「
医
療
保
険
か
ら
介
護
保
険

　

在
宅
医
療
で
は
、
緊
急
往
診

や
在
宅
看
取
り
の
実
績
の
あ
る

医
療
機
関
へ
の
評
価
な
ど
、
入

院
か
ら
在
宅
へ
の
誘
導
が
極
め

て
色
濃
い
。
前
回
改
定
で
新
設

さ
れ
た
機
能
強
化
型
の
在
宅
療

養
支
援
診
療
所
（
病
院
）
に
つ

い
て
は
、
緊
急
往
診
や
在
宅
看

取
り
で
の
実
績
要
件
が
強
化
さ

れ
、
連
携
型
で
は
各
医
療
機
関

が
一
定
の
実
績
を
満
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
在
宅
患
者
訪
問
診
療

料
「
同
一
建
物
居
住
者
」
の
さ

ら
な
る
点
数
引
き
下
げ
や
、
在

宅
時
医
学
総
合
管
理
料
（
特
定

施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理

価
せ
ず
、
患
者
の
実
態
を
無
視

し
た
、
医
療
費
抑
制
あ
り
き
の

改
定
と
な
っ
た
。

　

２
．
外
来
で
は
、「
主
治
医

機
能
の
評
価
」
と
し
て
、
一
部

を
除
く
す
べ
て
の
点
数
を
包
括

と
し
た
「
地
域
包
括
診
療
料
」

が
新
設
さ
れ
た
。
主
治
医
と
な

る
医
療
機
関
を
原
則
一
つ
に
限

定
す
る
も
の
で
、
将
来
的
に

は
、
患
者
が
受
診
で
き
る
医
療

機
関
を
制
限
す
る
「
登
録
医
制

度
」
も
視
野
に
入
れ
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
国
民
皆
保
険
制

度
の
根
幹
で
あ
る
患
者
の
フ
リ

ー
ア
ク
セ
ス
を
阻
害
す
る
可
能

性
は
否
め
な
い
。

　

１
．
今
次
改
定
は
、
総
枠
プ

ラ
ス
０
・
１
％
（
本
体
＋
０
・

73
％
、
薬
価
・
材
料
価
格
▲
０

・
６
３
５
％
）
と
な
っ
て
い
る

が
、
消
費
税
増
税
対
応
分
の
１

・
36
％
を
除
く
と
、
実
質
マ
イ

ナ
ス
改
定
（
▲
１
・
26
％
）
で

あ
る
。

　

政
府
は
、
今
次
改
定
の
重
点

課
題
と
し
て
「
医
療
機
関
の
機

能
分
化
・
強
化
と
連
携
、
在
宅

医
療
の
充
実
」
を
打
ち
出
し
て

お
り
、「
入
院
か
ら
在
宅
」「
医

療
か
ら
介
護
」
へ
の
誘
導
を
、

前
回
改
定
に
引
き
続
き
露
骨
に

示
し
た
。
地
域
医
療
を
担
う
診

療
所
や
中
小
病
院
の
役
割
を
評

に
達
す
る
）

　

協
会
・
保
団
連
で
は
、「
保

険
で
良
い
歯
科
医
療
」
の
実
現

を
求
め
る
請
願
署
名
を
全
国
で

過
去
最
高
の
34
万
筆
集
め
る
と

と
も
に
、
診
療
報
酬
の
不
合
理

是
正
や
抜
本
改
善
を
求
め
て
厚

労
省
交
渉
や
国
会
行
動
な
ど
を

重
ね
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
歯

科
疾
患
管
理
料
の
文
書
提
供
の

見
直
し
、
訪
問
診
療
時
の
著
し

く
歯
科
治
療
が
困
難
な
患
者
に

対
す
る
評
価
の
見
直
し
、
歯
周

治
療
用
装
置
の
要
件
緩
和
、
在

の
補
て
ん
で
は
な
く
、
ゼ
ロ
税

率
の
導
入
を
求
め
て
い
る
。
今

次
改
定
は
医
療
界
が
求
め
る
ゼ

ロ
税
率
の
要
望
を
無
視
す
る
と

と
も
に
、
実
質
的
に
は
損
税
補

て
ん
に
も
至
っ
て
い
な
い
と
い

う
点
で
、
二
重
の
意
味
で
不
当

な
改
定
で
あ
る
。（
中
医
協
・

医
療
機
関
等
に
お
け
る
消
費
税

負
担
に
関
す
る
分
科
会
・
提
出

資
料
に
よ
る
と
、
消
費
税
５
％

の
損
税
は
、
歯
科
の
個
人
立
診

療
所
１
件
に
つ
い
て
年
72
・
１

万
円
、
８
％
で
は
１
１
５
万
円

　

今
次
歯
科
診
療
報
酬
改
定

は
、
消
費
税
増
税
補
て
ん
分
を

除
く
と
０
・
12
％
増
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
前
回
改
定
を
大

幅
に
下
回
る
も
の
で
あ
り
、
歯

科
医
療
危
機
を
打
開
し
、
20
年

近
く
に
わ
た
り
２
兆
６
０
０
０

億
円
台
に
抑
え
込
ま
れ
た
歯
科

医
療
費
の
総
枠
拡
大
に
は
ほ
ど

遠
い
改
定
で
あ
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
そ
も
そ

も
消
費
税
損
税
の
解
消
の
た
め

に
は
、
患
者
負
担
・
保
険
料
負

担
の
増
大
を
招
く
診
療
報
酬
で

運
動
に
よ
る
一
定
の
改
善
を
か
ち
と
っ
た
が
、

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
に
ほ
ど
遠
い

歯　科

歯
科
部
会

2014年度2014年度

診
療
報
酬
改
定　

談

診
療
報
酬
改
定　

談  

話話
　

２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
内
容
に
つ
い
て
、
医
科
・

歯
科
そ
れ
ぞ
れ
の
談
話
を
掲
載

す
る
。

診
療
報
酬
の
抜
本
的
引
き
上
げ
を

医　科

研
究
部
長　
　

清
水　

映
二

営
解
禁
、
混
合
診
療
の
全
面
解

禁
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
、
日

本
に
「
格
差
医
療
」
を
持
ち
込

み
、「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
で
も
」
公
平
に
質
の
高

い
医
療
を
受
け
ら
れ
る
国
民
皆

保
険
制
度
を
崩
し
か
ね
ま
せ

ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
、
４

月
に
、
患
者
署
名
を
お
勧
め
い

た
だ
き
た
く
、
月
刊
保
団
連
３

月
号
に
同
封
し
、
署
名
用
紙
を

お
届
け
し
ま
し
た
。
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

実
施
要
領

　

①
署
名
用
紙
の
取
扱
医
療
機

関
欄
に
、
医
療
機
関
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
ゴ
ム
印
で
か

ま
い
ま
せ
ん
。

　

②
捺
印
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
返
送
は
、
受
払
い
の
返

信
用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
切
手
は
不
要
で
す
。

　

③
期
間
は
、
４
月
末
ま
で
と

し
ま
す
。
５
月
の
国
会
要
請
行

動
で
提
出
す
る
予
定
で
す
。

　

④
追
加
注
文
を
ご
希
望
の
場

合
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

　

＊
ご
注
文
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
☎
078―

393―

１
８
０
７ 

担
当
事
務
局　

角
屋
・
平
田
ま

で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

昨
秋
よ
り
患
者
負
担
増
反
対

や
、
県
へ
の
福
祉
医
療
署
名
な

ど
、
署
名
運
動
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。
高
齢
者
の
窓
口
負

担
増
は
残
念
な
が
ら
く
い
と
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
や

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
低
所

得
者
の
保
険
料
軽
減
枠
拡
大

や
、
介
護
保
険
料
の
軽
減
枠
の

拡
大
な
ど
、
高
齢
者
の
負
担
増

に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
成

果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

県
の
福
祉
医
療
改
悪
は
、
経

過
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
老
人

医
療
費
助
成
の
一
部
廃
止
を
撤

回
さ
せ
、
母
子
家
庭
等
医
療
費

助
成
の
所
得
制
限
を
緩
和
さ
せ

る
な
ど
、
こ
れ
も
一
定
の
成
果

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

協
会
は
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

か
ら
の
撤
退
を

求
め
る
請
願
」

患
者
署
名
に
取

り
組
み
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参

加
は
、
医
薬
品

・
医
療
機
器
の

価
格
抑
制
の
撤

廃
、
株
式
会
社

に
よ
る
病
院
経

患者署名にご協力ください

「ＴＰＰ交渉からの撤退を求める」「ＴＰＰ交渉からの撤退を求める」４.６ ぜひアピールしよう！

兵
庫
兵
庫

県
民
集
会

県
民
集
会

兵
庫
兵
庫

県
民
集
会

県
民
集
会

安
倍
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ

４月６日（日）
14時～15時（終了後パレード）
中央区・三宮東遊園地
主催　安倍暴走政治ストップ
　　　４・６兵庫県民集会実行委員会

医療・介護医療・介護
改悪改悪

秘密秘密
保護法保護法

お申し込み・お問い合わせは、　　　
　　　☎078－393－1807まで

４
月
末
ま
で

４
月
末
ま
で

理事長　　池内　春樹
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協
会
が
、
患
者
・
市
民
に
日
本
の
医
療
制
度
の
問
題
に
つ

い
て
ク
イ
ズ
で
知
っ
て
も
ら
お
う
と
取
り
組
む
、
景
品
付
き

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
。
第
１
シ
ー
ズ
ン
（
10
月
〜
12
月
）
は
、

「
お
年
寄
り
の
医
療
費
負
担
せ
め
て
１
割
の
ま
ま
に
」
と
し

て
、
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
を
取
り
上
げ
、
４
６
８
４
件
の

応
募
が
あ
っ
た
。
景
品
当
選
者
の
感
想
に
は
、「
負
担
が
重

く
な
る
と
医
者
に
か
か
り
に
く
く
な
る
」「
少
な
い
年
金
で

生
活
で
き
な
い
」
な
ど
、
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
し

て
ほ
し
い
と
の
切
実
な
願
い
が
多
数
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、

一
部
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
30
通
以
上
応
募
用
紙
を
集
め
た

医
療
機
関
か
ら
抽
選
で
旅
行
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
30
オ

ー
バ
ー
賞
」
当
選
の
医
療
機
関
か
ら
、
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
に
ど

う
取
り
組
ん
だ
か
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　

第
２
シ
ー
ズ
ン
は
、「
こ
ど
も
の
医
療
費
窓
口
負
担
は
中

３
ま
で
無
料
に
」
を
テ
ー
マ
に
２
月
か
ら
４
月
末
ま
で
実
施

し
て
い
る
。
ま
だ
ご
参
加
で
な
い
医
療
機
関
は
、
ぜ
ひ
今
か

ら
、
医
院
に
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
と
投
函
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

消
費
税
増
税
の
上

窓
口
負
担
増
厳
し
い

　

ク
イ
ズ
用
紙
に
書
か
れ
て
い

た
内
容
は
、
私
た
ち
年
金
生
活

者
に
と
っ
て
切
実
な
内
容
で
、

年
金
額
は
下
が
っ
て
い
っ
て
い

る
の
に
こ
の
４
月
か
ら
消
費
税

が
８
％
に
な
り
ま
す
し
、
そ
の

上
医
療
費
が
１
割
か
ら
２
割
に

な
る
の
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
は
医
者
に
行
く
こ
と
も

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
日
本
の

社
会
支
出
費
は
低
い
よ
う
で
す

し
、
在
日
米
軍
へ
の
「
思
い
や

り
予
算
」
が
あ
る
な
ら
私
た
ち

国
民
に
対
す
る
「
思
い
や
り
予

算
」
に
切
り
替
え
て
、
１
割
負

担
凍
結
を
継
続
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。
も
っ
と
多
く

の
人
に
も
こ
の
内
容
を
知
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

（
74
歳　

女
性
）

年
金
暮
ら
し
で
は

生
活
苦
し
い

　

私
は
長
く
病
院
通
い
し
て
い

ま
す
が
（
持
病
も
あ
り
）、
年

間
の
医
療
費
の
負
担
額
は
10
万

円
以
上
か
か
り
ま
す
。
70
歳
〜

の
負
担
額
も
２
割
に
な
り
、
年

金
暮
ら
し
の
者
に
は
ま
す
ま
す

苦
し
い
生
活
に
な
り
ま
す
。
こ

の
先
老
人
人
口
が
増
え
る
状
態

で
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

（
65
歳　

女
性
）

医
療
を
考
え
る

ク
イ
ズ
は
必
要

　

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
増
え

る
と
患
者
の
生
活
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
。
せ
め
て
高

齢
者
だ
け
で
も
、
ま
ず
１
割
負

担
の
ま
ま
、
す
え
お
く
こ
と
が

必
要
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ク
イ
ズ
は
医
療
を

考
え
る
上
で
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。（
51
歳　

男
性
）

検
査
の
と
き

負
担
が
心
配

　

当
選
の
お
手
紙
が
来
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
ん
ど
ん
私
た
ち
の
医
療
費

負
担
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
腹

が
立
ち
ま
す
。
医
療
と
い
う
の

は
、
人
の
命
に
か
か
わ
る
こ
と

で
す
。
私
た
ち
の
命
と
健
康
を

守
る
の
が
国
の
仕
事
だ
と
思
う

の
に
…
。
昔
は
、
保
険
を
か
け

て
る
本
人
は
無
料
で
し
た
よ

ね
。
そ
れ
が
１
割
〜
３
割
負
担

と
な
り
、
病
院
に
行
く
と
き
は

１
万
円
札
を
持
っ
て
い
か
な
い

と
不
安
な
と
き
も
あ
り
ま
す

（
検
査
が
あ
る
時
な
ど
）。
現

在
「
70
歳
か
ら
１
割
に
な
る
と

ず
い
ぶ
ん
助
か
る
」
と
聞
き
ま

す
。
70
〜
74
歳
の
負
担
を
２
割

に
上
げ
る
の
は
絶
対
反
対
！　

お
医
者
さ
ん
に
行
き
た
く
な
く

な
り
ま
す
。
60
歳
か
ら
１
割
に

し
て
ほ
し
い
！

 

（
64
歳　

女
性
）

こ
の
ま
ま
で
は

老
い
が
怖
い

　

こ
れ
か
ら
お
年
寄
り
が
ま
す

ま
す
増
加
す
る
中
、
医
療
費
が

２
割
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
多

く
の
方
に
か
な
り
の
負
担
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
最
も

医
療
を
必
要
と
す
る
世
代
は
、

せ
め
て
１
割
の
ま
ま
で
受
診
で

き
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

私
の
母
も
リ
ウ
マ
チ
、
骨
粗

鬆
症
、
不
眠
症
と
そ
れ
ぞ
れ
別

の
病
院
に
通
っ
て
い
ま
す
。
月

額
の
医
療
費
が
家
計
を
圧
迫
し

て
い
る
よ
う
で
す
。
年
金
だ
け

で
は
と
て
も
ま
か
な
い
き
れ
ま

せ
ん
。
若
者
の
よ
う
に
治
療
し

て
い
け
ば
、
い
ず
れ
完
治
す
る

病
は
い
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
ま
す
ま
す
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

が
増
え
て
い
く
と
思
う
と
、
老

い
て
い
く
の
は
つ
ら
い
だ
け
だ

と
気
持
ち
も
沈
ん
で
い
く
よ
う

で
す
。
そ
ん
な
母
を
見
て
い
る

と
、
私
も
老
い
が
怖
く
、
将
来

に
希
望
を
持
て
な
く
な
り
ま

す
。 

（
42
歳　

女
性
）

若
い
世
代
の

意
欲
も
失
わ
せ
る

　

高
齢
者
に
な
っ
て
か
ら
の
方

が
病
院
に
行
く
こ
と
も
多
く
、

少
な
い
年
金
暮
ら
し
の
中
で
の

高
額
な
医
療
費
負
担
は
、
若
い

時
期
を
懸
命
に
働
き
、
保
険
料

を
た
く
さ
ん
支
払
っ
て
き
た
方

へ
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

国
づ
く
り
が
不
十
分
で
あ
り
、

今
の
若
い
世
代
の
働
く
意
欲
を

失
わ
せ
る
原
因
と
も
な
っ
て
い

る
と
思
う
。 

（
31
歳　

男
性
）

早
く
70
歳
に
と

思
っ
て
い
た
の
に

　

前
略　

〝
本
焼
き
あ
な
ご
〞

当
選
し
ま
し
た
。
と
て
も
お
い

し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ

て
、「
お
年
寄
り
の
医
療
費
負

担
せ
め
て
１
割
の
ま
ま
に
」
大

賛
成
で
す
。
私
は
病
院
通
い
は

多
い
方
で
、
検
査
の
た
び
に
い

ろ
い
ろ
な
病
に
ひ
っ
か
か
り
、

治
療
を
長
く
続
け
て
お
り
、
出

費
も
交
通
費
も
含
め
大
変
で

す
。
こ
の
先
、
夫
婦
２
人
が
か

か
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
毎
日

が
い
や
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
年
金
生
活
に
入
っ
て
か

ら
、
早
く
70
歳
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
出
費
は
医

療
費
だ
け
で
な
く
、
ほ
ん
と
う

に
苦
し
い
で
す
。
不
安
で
す
。

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
ば
か
り
で

す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
ほ
ん
の
少
し
の
安

心
が
ほ
し
い
で
す
。

 

（
69
歳　

女
性
）

　

三
田
市
は
全
国
で
も
平
均

年
齢
が
低
い
方
で
す
が
、
当

地
区
で
も
少
子
高
齢
化
が
確

実
に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
消
費
税
の
増
税
、
複

数
の
医
院
の
受
診
の
負
担

金
、
物
価
の
上
昇
な
ど
、
生

活
を
脅
か
す
因
子
が
多
数
あ

り
ま
す
。

　

本
来
、
医
療
は
基
本
的
に

安
い
保
険
料
で
患
者
負
担
も

少
な
く
、
よ
り
良
い
医
療
を

満
遍
な
く
全
て
の
人
が
受
け

ら
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
よ
っ
て
、
窓
口
負
担
が

上
が
る
こ
と
で
憲
法
で
う
た

わ
れ
て
い
る
生
存
権
が
脅
か

さ
れ
る
こ
と
は
、
決
し
て
良

い
こ
と
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
回
、
70
歳
か
ら
74
歳
の

前
期
高
齢
者
の
患
者
負
担
割

合
増
加
に
反
対
す
る
署
名
運

動
と
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
に
参
加

し
、
医
院
で
も
患
者
さ
ん
に

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
応
募
と
署
名

へ
の
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

し
た
。

　

受
付
で
用
紙
と
ボ

ー
ル
ペ
ン
を
手
渡

し
、
そ
の
場
で
直
接

記
載
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
必
ず
そ
の
主

旨
を
説
明
し
署
名
運

動
を
行
い
ま
し
た
。

受
付
は
少
し
忙
し
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
た

び
、
30
オ
ー
バ
ー
賞

に
当
選
し
ま
し
て
、

旅
行
券
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
使
い
道

は
ま
だ
決
め
て
は
い
ま
せ
ん

が
、
医
院
の
福
利
厚
生
の
一

部
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

し
た
。

　

当
た
っ
た
２
万
円
分
の
旅

行
券
は
大
切
に
保
管
し
て
い

ま
す
。
ま
と
ま
っ
て
旅
行
に

行
け
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ

ひ
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
第
２
シ
ー

ズ
ン
は
子
ど
も
の
医
療
費
窓

口
負
担
に
つ
い
て
で
す
が
、

当
院
の
あ
る
洲
本
市
の
助
成

は
県
内
の
他
の
市
町
と
比

べ
、
大
変
少
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
通
院
無
料
が
６
歳

ま
で
、
入
院
無
料
が
小
学
３

年
生
ま
で
で
、
所
得
制
限
も

あ
り
ま
す
。
ま
ず
せ
め
て
小

学
６
年
生
ま
で
は
通
院
・
入

院
を
無
料
に
、
最
終
的
に
は

中
学
３
年
生
ま
で
医
療
費
の

窓
口
負
担
を
無
料
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
回
も

多
く
の
方
に
ク
イ
ズ
の
参
加

を
呼
び
か
け
よ
う
と
思
い
ま

す
。

　「クイズチラシグッズ」（クイズチラシ兼応
募用紙、ポスター、回収ボックス、返信用封
筒）をご注文ください。回収ボックスを院内に
設置し、集まった応募用紙は返信用封筒で協会
へ送付ください。応募用紙を集めていただいた
会員医療機関には、参加賞として図書カード、
応募用紙を30件以上集め返送いただいた会員医
療機関の中から抽選で10医療機関に２万円の旅
行券を贈呈します。

“高齢者“高齢者のの窓口負担増やめて窓口負担増やめて””
第２シーズンは４月末まで ぜひご参加を！当選者・医療機関の声

景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
第
１
シ
ー
ズ
ン

景
品
付
き
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ
第
１
シ
ー
ズ
ン

当
選
者
の
声

当
選
者
の
声

医
療
機
関
の
と
り
く
み

医
療
機
関
の
と
り
く
み

参加医療機関にも楽しみが！
今
す
ぐ
グ
ッ
ズ
ご
注
文
を

第
２
シ
ー
ズ
ン

「
こ
ど
も
の
医
療
費
窓
口
負
担
は

「
こ
ど
も
の
医
療
費
窓
口
負
担
は

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

中
３
ま
で
無
料
に
」

中
３
ま
で
無
料
に
」

あたるるるるる！！あたる！

神戸洋藝菓子ボックサン
神戸ファイン

神戸北野大黒屋
いかなご くぎ煮

本焼きあなご下村
本焼きあなご

神戸串乃家
串揚げセット

中3
まで

兵庫県保険医協会 〒650-0024 神戸市中央区海岸通1-2-31
神戸フコク生命海岸通ビル5F

ヒントは…
裏面にあるよ！

裏面の応募用紙に記入して応募しよう！

兵庫県下41市町のうち、中学
3年生まで通院・入院とも無料
を実施している市町はいくつ
あるでしょうか。

入院の医療費負担を中3まで
無料にしている都道府県は
いくつあるでしょうか。

世界の先進7カ国（G7・アメリカ・
イギリス・イタリア・カナダ・ドイツ・
日本・フランス）のうち、患者負担が
原則無料の国は何カ国でしょうか?

社会保障給付費の多さ（対GDP
比）を、日本とアメリカ、イギリス、
スウェーデン、ドイツ、フランス、
の6カ国で比較すると、日本は
何位でしょうか。

1位 3位 5位A B C

4つ 6つ 8つA B C10市町 20市町A B
C

２カ国 ３カ国 5カ国A B C

2 /12014年

当選発表

実施期間

厳正な抽選の上、景品送付をもって当選発表とします。

応募方法 応募用紙に記入して切り取り、院内に設置された投函箱に入れてください。
兵庫県保険医協会のホームページからも応募できます。

土 ～4/30 水

神戸洋藝菓子ボックサン
神戸ファイン
神戸洋藝菓子のアソートセット

1
濃黒、和風、洋風の3種類のタレ、
すだち酢、塩付き

神戸串乃家
串揚げセット2 神戸北野大黒屋

いかなご くぎ煮
甘辛の味わいで、ご飯がとっても進む逸品 新鮮なあなごを焼きあげた自慢の一品

（写真はイメージです）（写真はイメージです）

※プレゼントはメーカーの都合により類似商品に
　替わる場合があります。

本焼きあなご下村
本焼きあなご3 4

日本の医療をクイズで考えよう!2014春

こどもの医療費
窓口負担は

４問
全問正解で
豪華景品が
あたる！

Q

全問正解者の中から、抽選で
100名様に、豪華グルメ商品をプレゼントします。

無 料に
回答欄に、ご希望の景品番号を選んで記入し、
投函箱に入れてお申し込みください。

クイズ 3Q
クイズ

4Q
クイズ

Q
クイズ

30市町

受
付
の
が
ん
ば
り
で

ク
イ
ズ
と
署
名
集
め
た

三
田
市
・
歯
科

中
西　
　

透
第
１
シ
ー
ズ
ン
の
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

子
ど
も
医
療
費
無
料
へ

次
も
が
ん
ば
り
た
い

洲
本
市
・
歯
科Ｋ先

生

　

「
日
本
の
医
療
を
ク
イ
ズ

で
考
え
よ
う
」
は
、
待
合
室

で
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

当
院
は
小
児
歯
科
で
す
の

で
、
患
者
さ
ん
は
保
護
者
や

兄
弟
姉
妹
と
い
っ
し
ょ
に
来

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
ク
イ
ズ
の
答

え
を
保
護
者
の
方
と
考
え
な

が
ら
、
楽
し
く
い
っ
し
ょ
に

記
入
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
保
護
者
や
付
き
添
い
の

方
に
も
待
ち
時
間
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
た
く

さ
ん
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま

　ご注文は協会事務局 ☎078－393－1807まで。
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協
会
は
昨
年
12
月
７
日
、
小

栗
崇
資
駒
澤
大
学
教
授
を
講
師

に
、
政
策
研
究
会
「
社
会
保
障

の
財
源
論―
企
業
の
内
部
留
保

を
め
ぐ
っ
て―
」
を
開
催
し

た
。
詳
録
を
掲
載
す
る
。

内
部
留
保
と
は

　

内
部
留
保
と
い
う
言
葉
を
最

近
、
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
私
も
２
０
１

０
年
に
『
内
部
留
保
の
経
営
分

析―

過
剰
蓄
積
の
実
態
と
活

用
』
と
い
う
著
書
を
出
版
し
て

以
来
、
共
同
通
信
を
始
め
多
く

の
新
聞
や
雑
誌
、
テ
レ
ビ
か
ら

の
取
材
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

皆
さ
ん
も
内
部
留
保
が
２
７
０

兆
円
あ
る
と
い
う
こ
と
は
ご
存

じ
だ
と
思
う
。

　

私
が
出
演
し
た
フ
ジ
テ
レ
ビ

の
報
道
番
組
で
は
、
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
か
ら
「
い
い
内
部
留
保

と
、
悪
い
内
部
留
保
が
あ
る
の

で
す
か
」
と
質
問
を
受
け
た
。

こ
れ
は
非
常
に
分
か
り
や
す
い

質
問
だ
。
い
い
内
部
留
保
と

は
、
将
来
の
設
備
投
資
に
回
す

資
金
や
、
雇
用
を
増
や
す
た
め

の
資
金
な
ど
で
、
こ
れ
が
本
来

の
自
然
な
内
部
留
保
で
あ
る
。

一
方
、
現
在
、
大
企
業
に
積
み

上
が
っ
て
い
る
内
部
留
保
は
、

こ
う
し
た
こ
と
に
回
ら
ず
、
企

業
の
本
業
と
は
か
け
離
れ
た
マ

ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
原
資
と
な
る
よ

う
な
過
剰
な
資
本
蓄
積
で
、
こ

れ
が
悪
い
内
部
留
保
だ
。

　

も
う
少
し
会
計
学
的
に
整
理

す
る
と
、
最
も
狭
義
の
内
部
留

保
は
利
益
剰
余
金
の
こ
と
で
、

利
益
の
う
ち
、
社
外
流
出
分
を

除
い
て
企
業
内
部
に
蓄
積
さ
れ

た
利
益
部
分
の
こ
と
を
言
う
。

社
外
流
出
と
は
、
配
当
金
と
以

前
は
役
員
賞
与
の
こ
と
を
言
っ

て
い
た
。
現
在
で
は
役
員
賞
与

は
費
用
に
含
ま
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
利
益
を
株
主

と
役
員
で
山
分
け
し
た
後
に
残

っ
た
も
の
の
こ
と
を
内
部
留
保

と
言
っ
て
い
た
。

を
内
部
留
保
に
含
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
企
業
が
新
株
を
発
行

し
た
場
合
、
そ
れ
は
全
部
資
本

金
に
な
る
は
ず
だ
が
、
現
在
の

企
業
会
計
で
は
、
半
分
を
資
本

金
と
し
、
残
り
の
半
分
を
資
本

準
備
金
と
し
て
い
る
。
こ
の
資

本
準
備
金
は
配
当
に
使
う
こ
と

が
で
き
、
利
益
と
同
じ
よ
う
な

扱
い
が
さ
れ
て
い
る
の
で
内
部

留
保
に
含
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
企
業
が
保
有
す
る
他

の
会
社
の
社
債
や
株
式
な
ど
の

資
産
に
つ
い
て
も
そ
の
含
み
益

は
利
益
に
近
く
、
内
部
留
保
に

含
む
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
す
べ
て
含
ん
だ
内

部
留
保
が
広
義
の
内
部
留
保
で

あ
る
（
図
１
）。

　

こ
の
内
部
留
保
を
公
表
し
て

い
る
の
が
財
務
省
の
「
法
人
企

業
統
計
」
で
あ
る
。
政
府
が
企

業
の
内
部
留
保
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
こ
と
は
非
常
に
大
切

で
、
さ
ら
に
精
度
の
高
い
数
字

を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
。
し
か

し
、
こ
の
法
人
企
業
統
計
に

は
、
ス
ト
ッ
ク
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
も
あ

る
。

　

そ
こ
で
、
各
個
別
企
業
の
内

部
留
保
を
知
る
た
め
に
は
貸
借

対
照
表
を
確
認
す
る
必
要
が
あ

る
。
貸
借
対
照
表
の
左
側
の
資

産
に
は
企
業
が
調
達
し
た
資
金

の
運
用
形
態
が
、
右
側
に
は
企

業
が
調
達
し
た
資
金
の
源
泉
が

記
録
さ
れ
る
（
図
２
）。
こ
の

大
会
社
５
５
０
０
社
に
匹
敵
す

る
利
益
剰
余
金
を
抱
え
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
推
計
す
る
と
上

場
企
業
３
６
０
０
社
の
利
益
剰

余
金
は
２
２
０
兆
円
に
上
る
と

推
計
さ
れ
る
。
法
人
企
業
統
計

の
数
字
が
い
か
に
実
態
を
表
し

て
い
な
い
の
か
と
い
う
こ
と

だ
。

　

表
１
は
総
資
産
に
占
め
る
利

益
剰
余
金
の
割
合
を
１
９
７
１

年
か
ら
２
０
１
０
年
ま
で
並
べ

た
も
の
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な

ど
で
高
度
経
済
成
長
に
ブ
レ
ー

キ
が
か
か
っ
た
１
９
７
１
年
か

ら
１
９
８
０
年
ま
で
の
10
年
間

を
み
る
と
８
・
９
％
か
ら
８
・

６
％
と
０
．
３
ポ
イ
ン
ト
減
少

し
て
い
る
。
バ
ブ
ル
景
気
だ
っ

た
１
９
８
１
年
か
ら
１
９
９
０

年
を
み
る
と
８
・
７
％
か
ら
12

・
０
％
と
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
増

加
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
１
９

９
１
年
か
ら
２
０
０
０
年
を
み

る
と
90
年
代
不
況
と
い
わ
れ
な

が
ら
も
12
・
３
％
か
ら
14
・
７

％
へ
と
増
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
２
０
０
１
年
か
ら
２
０
１

０
年
ま
で
デ
フ
レ
不
況
が
続
い

た
が
14
・
３
％
か
ら
19
・
８
％

へ
と
５
・
５
ポ
イ
ン
ト
も
増
加

し
て
い
る
。
実
に
２
０
０
０
年

代
は
、
バ
ブ
ル
景
気
を
上
回
る

利
益
剰
余
金
の
増
加
が
あ
っ

た
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
内
部
留

保
が
急
増
し
て
い
る
と
し
て

も
、
企
業
が
成
長
し
て
、
設
備

投
資
や
雇
用
に
使
わ
れ
て
い
れ

ば
問
題
な
い
。
そ
こ
で
、
年
代

ご
と
に
企
業
の
総
資
産
に
占
め

る
有
形
固
定
資
産
（
設
備
投

資
）
と
金
融
投
資
の
割
合
を
見

て
み
る
と
、
１
９
７
５
年
に
は

有
形
固
定
資
産
が
27
・
５
％
、

金
融
投
資
が
11
・
０
％
だ
っ
た

も
の
が
、
２
０
１
１
年
に
は
有

形
固
定
資
産
が
26
・
８
％
に
対

し
、
金
融
投
資
が
34
・
０
％
と

逆
転
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
有
形
固
定
資
産
は
割

合
だ
け
で
な
く
そ
の
金
額
も
落

右
側
の
純
資
産

の
う
ち
の
利
益

剰
余
金
と
資
本

剰
余
金
、
右
側

の
負
債
の
部
の

う
ち
の
長
期
負

債
性
引
当
金
、

特
別
法
上
の
引

当
金
・
準
備

金
、
資
産
の
部

の
控
除
形
式
で

計
上
さ
れ
る
貸

倒
引
当
金
を
合

計
し
た
も
の

ち
て
い
る
。
企
業
が
新
た
な
設

備
投
資
を
し
な
い
、
減
価
償
却

を
し
て
、
設
備
の
入
れ
替
え
を

行
わ
な
い
と
い
う
の
は
異
常
な

姿
で
あ
る
。

　

一
方
で
増
え
て
い
る
の
は
金

融
投
資
だ
。
こ
の
金
融
投
資

は
、
貸
借
対
照
表
の
中
で
、
有

価
証
券
と
投
資
有
価
証
券
と
し

て
計
上
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
有
価
証
券
と
い
う
の
は
１
年

以
内
に
売
る
も
の
で
、
純
粋
に

売
買
で
儲
け
る
た
め
の
有
価
証

券
で
あ
る
。
一
方
の
、
投
資
有

価
証
券
と
は
長
期
保
有
す
る
株

式
や
債
券
、
子
会
社
の
株
式
な

ど
で
、
そ
の
株
式
や
債
券
を
売

買
し
て
儲
け
る
た
め
の
も
の
で

は
な
い
。

　

純
粋
な
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
に
投

じ
ら
れ
て
い
る
有
価
証
券
は
、

２
０
０
１
年
か
ら
２
０
１
０
年

ま
で
に
７
・
６
兆
円
か
ら
14
・

３
兆
円
へ
と
88
・
２
％
増
と
な

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
金
額

は
投
資
有
価
証
券
と
比
べ
れ
ば

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
投
資

有
価
証
券
は
、
２
０
０
１
年
に

86
・
８
兆
円
だ
っ
た
も
の
が
、

２
０
１
０
年
に
は
１
８
３
・
１

兆
円
と
１
１
０
・
９
％
増
え
て

い
る
。
そ
の
内
訳
を
推
計
し
て

み
る
と
長
期
的
な
金
融
投
資
が

23
・
３
兆
円
か
ら
56
・
２
兆
円

へ
、
子
会
社
投
資
が
63
・
０
兆

円
か
ら
１
２
６
・
９
兆
円
に
増

え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
分
け
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
子
会
社

を
つ
く
る
こ
と
で
、
子
会
社
が

設
備
投
資
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
う
る
か
ら
だ
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
も
本
社
で
作
っ

て
い
る
の
は
た
っ
た
８
車
種
で

ほ
か
の
車
種
は
子
会
社
が
製
造

し
て
い
る
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

本
社
は
設
備
投
資
し
て
い
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
投
資
有
価

証
券
と
い
う
形
で
子
会
社
を
保

有
し
、
そ
の
子
会
社
が
設
備
投

資
を
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
投

資
有
価
証
券
は
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム

に
は
投
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
現
在
の
日
本
の
大

企
業
の
子
会
社
と
い
う
の
は
本

当
に
そ
れ
だ
け
だ
ろ
う
か
。
日

本
企
業
の
海
外
直
接
投
資
残
高

を
日
本
銀
行
の
統
計
で
調
べ
る

と
、
第
１
位
と
３
位
は
ア
メ
リ

カ
、
中
国
だ
。
こ
れ
は
、
理
解

で
き
る
。
多
く
の
企
業
が
ア
メ

リ
カ
や
中
国
に
進
出
し
、
そ
こ

で
子
会
社
を
設
立
し
、
製
品
の

製
造
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
２
位

の
オ
ラ
ン
ダ
と
第
４
位
の
ケ
イ

マ
ン
諸
島
と
い
う
の
は
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

　

実
は
オ
ラ
ン
ダ
は
Ｅ
Ｕ
の
中

で
も
最
も
法
人
税
が
低
く
、
Ｅ

Ｕ
で
の
利
益
を
オ
ラ
ン
ダ
に
持

ち
込
ん
で
管
理
し
て
い
る
会
社

が
多
い
の
だ
。
さ
ら
に
、
ケ
イ

マ
ン
諸
島
は
カ
リ
ブ
海
の
小
さ

な
島
で
、
そ
こ
は
法
人
税
が
な

い
。
そ
れ
で
世
界
中
の
会
社
が

こ
の
小
さ
な
島
に
従
業
員
も
オ

フ
ィ
ス
も
な
い
ペ
ー
パ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
を
つ
く
っ
て
マ
ネ
ー
ゲ

ー
ム
の
拠
点
に
し
て
い
る
。
オ

リ
ン
パ
ス
の
粉
飾
決
算
も
、
損

失
を
隠
す
た
め
に
、
ケ
イ
マ
ン

諸
島
の
ペ
ー
パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

を
通
し
て
、
海
外
の
会
社
を
買

収
し
て
損
失
を
移
し
替
え
る

「
飛
ば
し
」
と
い
う
手
法
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

　

つ
ま
り
、
海
外
や
日
本
国
内

に
子
会
社
を
設
立
し
、
そ
の
子

会
社
が
設
備
投
資
を
行
っ
た

り
、
雇
用
を
拡
大
し
た
り
し

て
、
グ
ル
ー
プ
と
し
て
事
業
を

拡
大
し
て
い
る
場
合
も
、
本
社

の
貸
借
対
照
表
に
は
、
子
会
社

の
株
式
が
投
資
有
価
証
券
と
計

上
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
を
活
用

可
能
な
内
部
留
保
だ
と
い
う
の

は
間
違
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

現
実
に
は
子
会
社
と
い
っ
て

も
、
マ
ネ
ー
ゲ
ー
ム
の
拠
点
で

あ
っ
た
り
、
税
金
を
逃
れ
て
利

益
を
プ
ー
ル
す
る
た
め
の
ペ
ー

パ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
で
あ
る
場
合

も
多
く
、
す
べ
て
を
事
業
活
動

の
実
態
が
あ
る
と
と
ら
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

労
働
者
の
犠
牲
で
増
え
た

内
部
留
保

　

さ
て
、
こ
う
し
た
内
部
留
保

は
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
膨
張
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

が
、
広
義
の
内
部
留
保
と
い
え

る
。内

部
留
保
の
推
移

　

こ
の
内
部
留
保
が
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
。
２

０
０
１
年
か
ら
２
０
１
０
年
ま

で
、
法
人
企
業
統
計
で
資
本
金

10
億
円
以
上
の
大
企
業
５
５
０

０
社
の
全
資
産
合
計
の
推
移

を
、
２
０
０
１
年
と
２
０
１
０

年
で
比
べ
る
と
５
９
１
・
４
兆

円
か
ら
７
２
８
・
３
兆
円
と
１

・
23
倍
に
増
え
て
い
る
。
こ
の

間
、
利
益
剰
余
金
は
84
・
７
兆

円
か
ら
１
４
１
・
３
兆
円
と
１

・
66
倍
に
増
え
て
い
る
。
資
産

の
増
え
方
に
比
べ
て
も
内
部
留

保
の
増
加
は
大
き
い
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
実
態
は
分
か

ら
な
い
。
企
業
会
計
は
企
業
グ

ル
ー
プ
全
体
で
み
る
必
要
が
あ

る
か
ら
だ
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

子
会
社
・
関
連
会
社
は
約
７
０

０
社
も
あ
る
。
法
人
企
業
統
計

は
１
社
１
社
の
統
計
な
の
で
、

本
当
の
内
部
留
保
は
分
か
ら
な

い
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
分
か

る
の
か
。
そ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
グ
ル
ー
プ
の
連
結
財
務
諸

表
を
分
析
す
る
し
か
な
い
。

　

こ
れ
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

上
位
20
社
だ
け
で
、
利
益
剰
余

金
が
60
兆
円
、
上
位
１
０
０
社

で
は
１
２
４
・
５
兆
円
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。
上
位
１
０
０

社
だ
け
で
、
法
人
企
業
統
計
の

【
お
ぐ
り　

た
か
し
】
１
９
５
０
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
中
央

大
学
法
学
部
卒
業
、
明
治
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修
了
、
商

学
博
士
。
現
在
、
駒
澤
大
学
経
済
学
部
教
授
、
経
済
学
部

長
。
専
門
は
財
務
会
計
論
、
経
営
分
析
論
。

政策研究会 小栗崇資氏　詳録「社会保障の財源論―企業の内部留保をめぐって―」

内部留保に課税し日本経済を立て直そう内部留保に課税し日本経済を立て直そう

図２　貸借対照表の仕組み（左右は同じ金額）

図１　内部留保形成のメカニズム

資
金
の
運
用
を
表
わ
す
〈
換
金
性
資
産
が
含
ま
れ
る
〉

資
金
の
源
泉
を
表
わ
す
〈
内
部
留
保
項
目
が
含
ま
れ
る
〉

流動資産
　現金預金
　有価証券

固定資産
〈有形固定資産〉
　建物
　機械装置

〈投資その他の資産〉
　投資有価証券
　子会社株式

負債
　引当金・準備金
資本（純資産）
　資本金
　資本剰余金
　　資本準備金
　　その他資本剰余金
　 利益剰余金
　　利益準備金
　　その他利益剰余金
　△自己株式
　 評価差額等
　　有価証券評価差額金
　　土地再評価差額金
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表１　利益剰余金の総資産に占める割合（単位：兆円）

年 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980

利益剰余金 3.9 6.4 7.8 8.7 8.8 9.6 10.9 12.5 14.7 17.9

総資産に
占める割合 8.9% 7.0% 6.7% 6.4% 6.0% 6.1% 6.7% 7.3% 7.6% 8.6%

年 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 1989 1990

利益剰余金 19.8 22.7 25.9 29.3 33.3 36.2 40.0 45.9 53.2 60.3 

総資産に
占める割合 8.7% 9.7% 10.4% 10.8% 11.4% 12.0% 12.1% 11.8% 11.7% 12.0%

年 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000

利益剰余金 65.8 68.1 69.0 71.0 73.9 77.5 78.8 79.5 85.5 88.0 

総資産に
占める割合 12.3% 12.6% 12.9% 13.0% 13.2% 13.6% 13.7% 14.0% 14.7% 14.7%

年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

利益剰余金 84.7 84.7 94.3 106.1 117.8 128.3 135.7 133.2 135.9 141.3

総資産に
占める割合 14.3% 14.8% 16.1% 17.6% 18.7% 19.5% 20.5% 20.0% 19.4% 19.8%

　財務省「法人企業統計」より講師が作成

損益計算　引当金繰入等（費用）　　 当期純利益 　　配当金（社外流出）

財産計算　資産保有　　取得原価部分

利益の費用化
隠れた利益留保（引当金等） 公表された利益留保（利益剰余金）
利益留保を含む資金留保（減価償却）

資本計算　資本調達　　資本金
資本金とならない部分（資本準備金など）

評価差額部分（含み益）

　

広
義
の
内

部
留
保
と
い

う
と
、
一

見
、
費
用
の

よ
う
に
見
え

る
引
当
金
も

内
部
留
保
に

含
む
。
そ
れ

は
、
将
来
に

備
え
て
利
益

を
留
保
し
て

い
る
も
の
だ

か
ら
で
あ

り
、
日
銀
や

財
務
省
の
定

義
で
も
こ
う

し
た
引
当
金
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一
つ
目
は
、
人
件
費
の
抑
制

に
よ
る
も
の
だ
。
労
働
者
の
犠

牲
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と

い
っ
て
も
い
い
。
２
０
０
１
年

か
ら
２
０
１
１
年
ま
で
に
従
業

員
給
付
は
52
兆
円
か
ら
51
・
４

兆
円
へ
と
１
・
２
％
減
っ
て
い

る
。
従
業
員
一
人
当
た
り
の
賃

金
で
比
較
す
る
と
２
０
０
１
年

の
７
６
２
万
円
か
ら
６
７
９
万

円
へ
と
11
・
１
％
減
少
し
て
い

る
。
仮
に
、
２
０
０
１
年
の
給

付
水
準
が
維
持
さ
れ
て
い
た
場

合
と
比
較
す
る
と
、
10
年
間
で

21
・
１
兆
円
も
の
従
業
員
給
付

が
抑
制
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
従
業
員
給
付
が
企
業

の
総
資
産
と
同
じ
伸
び
率
で
推

移
し
た
場
合
と
比
較
す
る
と
、

10
年
間
で
33
・
１
兆
円
が
抑
制

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
２
０
０

１
年
か
ら
２
０
１
１
年
ま
で
の

内
部
留
保
の
増
加
分
は
56
・
６

兆
円
な
の
で
、
そ
の
約
４
割
か

ら
６
割
が
人
件
費
を
抑
制
し
た

結
果
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
。

　

も
し
１
９
９
９
年
か
ら
２
０

０
０
年
に
か
け
て
起
こ
っ
た
好

景
気
の
中
で
、
き
ち
ん
と
従
業

（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

員
の
賃
金
を
引
き
上
げ
て
い
れ

ば
、
自
動
車
や
液
晶
テ
レ
ビ
が

さ
ら
に
売
れ
て
、
も
っ
と
好
景

気
を
維
持
で
き
た
は
ず
だ
。
し

か
し
、
１
９
９
５
年
に
日
本
経

営
者
団
体
連
盟
（
当
時
）
が

「
新
時
代
の
『
日
本
的
経
営
』

―

挑
戦
す
べ
き
方
向
と
そ
の
具

体
策
」
を
発
表
し
、
そ
れ
ま
で

の
年
功
序
列
賃
金
体
系
や
終
身

雇
用
制
を
破
壊
し
、
正
規
労
働

を
減
ら
し
て
、
派
遣
労
働
な
ど

の
非
正
規
雇
用
を
増
や
し
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
従
業
員
賃
金

は
抑
制
さ
れ
続
け
、
そ
の
分
が

大
企
業
の
内
部
留
保
と
し
て
積

み
上
が
っ
て
い
る
の
だ
。

国
民
の
犠
牲
で
増
え
た

内
部
留
保

　

も
う
一
つ
、
内
部
留
保
が
こ

こ
ま
で
膨
張
し
た
理
由
は
法
人

税
の
減
税
だ
。
国
は
法
人
税
減

税
の
穴
埋
め
と
し
て
、
合
わ
せ

て
消
費
税
増
税
を
行
っ
て
き
た

の
だ
か
ら
、
国
民
の
犠
牲
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
。
１
９
８
９
年
に

40
・
０
％
だ
っ
た
法
人
実
効
税

率
は
、
１
９
９
９
年
に
は
30
・

０
％
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。
２
０
０
１
年
か
ら
２
０

１
１
年
の
10
年
間
の
法
人
税
率

が
も
し
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
な

い
と
す
る
と
、
96
・
３
兆
円
と

な
り
実
際
の
10
年
間
の
法
人
税

額
と
の
差
額
は
９
・
６
兆
円
に

も
上
る
。
さ
ら
に
、
法
人
実
効

税
率
は
30
・
０
％
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
名

目
で
あ
り
、
租
税
特
別
措
置
な

ど
を
考
慮
し
て
計
算
す
る
と
実

際
の
税
率
は
24
・
17
％
か
ら
15

・
65
％
だ
と
言
わ
れ
て
い
る

（
表
２
）（
田
中
里
美
〈
２
０

１
２
〉「
税
負
担
率
の
算
定
分

析―

法
人
税
制
と
内
部
留
保
の

拡
大
」『
経
済
』）。
そ
の
特
別

措
置
が
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

企
業
は
10
・
８
兆
円
の
法
人
税

を
さ
ら
に
支
払
う
必
要
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
、
少
な
く
と
も
10

兆
円
程
度
が
法
人
税
減
税
に
よ

っ
て
内
部
留
保
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、
内
部
留
保
の
５
割

か
ら
６
割
は
人
件
費
の
抑
制
と

法
人
税
の
減
税
で
生
み
出
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

企
業
が
法
人
税
減
税
を
政
府

に
強
く
求
め
、
人
件
費
を
抑
制

し
て
、
内
部
留
保
を
積
み
上
げ

た
の
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の

厳
し
い
経
済
状
況
や
、
進
む
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
す
る
恐
怖
か

ら
で
、
１
社
１
社
を
と
れ
ば
そ

の
判
断
は
間
違
っ
て
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
全
体
で
見

れ
ば
、
日
本
の
内
需
を
縮
小

し
、
日
本
経
済
か
ら
さ
ら
に
力

を
奪
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。

　

本
来
な
ら
ば
、
企
業
が
そ
う

い
う
判
断
を
し
な
い
よ
う
に
す

る
の
は
政
府
の
役
割
の
は
ず
だ

が
、
90
年
代
中
盤
か
ら
日
本
政

府
は
「
新
自
由
主
義
」
路
線
を

と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
企
業

活
動
や
市
場
に
政
府
は
な
る
べ

く
介
入
し
な
い
と
い
う
方
針

で
、
そ
の
方
が
富
め
る
者
が
さ

ら
に
富
む
こ
と
が
で
き
、
富
め

る
者
が
富
め
ば
、
や
が
て
富
め

る
者
以
外
に
も
、
富
が
滴
り
落

ち
る
と
い
う
理
論
だ
。
そ
れ

で
、
政
府
は
大
企
業
の
こ
う
し

た
誤
り
を
正
す
こ
と
な
く
放
置

し
て
き
た
。

す
ぐ
活
用
で
き
る
内
部
留
保

―

換
金
性
資
産

　

３
年
前
、
日
本
経
団
連
は
国

会
で
、
内
部
留
保
を
「
設
備
投

資
に
使
っ
て
い
る
」
と
証
言
し

た
。
し
か
し
、
先
ほ
ど
か
ら
み

た
よ
う
に
そ
れ
が
で
ま
か
せ
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か

し
、
日
本
経
団
連
は
内
部
留
保

に
つ
い
て
「
す
ぐ
に
現
金
化
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
活
用
は
無

理
だ
」
と
も
証
言
し
た
。
こ
れ

は
本
当
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
に
は
、
内
部
留
保
の
中

に
は
換
金
性
の
も
の
が
多
く
含

ま
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
金
・
預

金
や
有
価
証
券
、
自
己
株
式

だ
。

　

こ
の
換
金
性
資
産
は
２
０
０

１
年
に
は
52
・
５
兆
円
だ
。
そ

れ
が
２
０
１
１
年
に
は
80
・
４

兆
円
に
ま
で
増
え
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
の
換
金
性
資
産
に
投

資
有
価
証
券
の
う
ち
、
子
会
社

株
式
を
除
い
た
も
の
を
加
算
し

た
額
は
２
０
０
１
年
の
68
・
３

兆
円
か
ら
２
０
１
１
年
に
は
１

１
５
・
０
兆
円
と
68
・
４
％
も

増
加
し
て
い
る
。

　

こ
の
中
に
は
株
式
や
債
券
が

含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
一
度
に

売
れ
ば
市
場
に
混
乱
を
も
た
ら

す
。
し
か
し
、
徐
々
に
売
れ
ば

そ
う
し
た
リ
ス
ク
も
回
避
で
き

る
。
そ
れ
に
、
最
近
で
は
日
本

の
大
企
業
が
保
有
す
る
株
式
に

は
、
非
常
に
多
く
の
自
社
株
が

含
ま
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
上
場
会
社
３
６
０
０

社
の
う
ち
、
10
大
株
主
に
自
社

が
含
ま
れ
て
い
る
会
社
は
４
割

に
も
上
っ
て
い
る
。
自
社
が
筆

頭
株
主
と
い
う
極
端
な
会
社
も

２
０
０
に
上
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
株
式
会
社
の
姿
と
し
て
も
異

常
な
姿
だ
。
各
社
は
自
社
株
を

購
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
株
高

を
演
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

自
社
株
を
購
入
し
、
株
高
を
演

出
し
た
上
で
、
売
却
す
る
と
い

う
投
資
手
法
を
と
る
企
業
も
増

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
内
部
留

保
は
換
金
で
き
る
と
考
え
て
い

い
。活

用
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ

１
・
86
％
上
昇

　

木
地
孝
之
慶
應
義
塾
大
学
商

学
部
助
教
授
は
論
文
「
大
企
業

の
内
部
留
保
を
ど
う
活
用
す
る

か
」（『
経
済
』
２
０
１
２
年
９

月
号
）
の
中
で
、
２
０
１
０
年

度
の
全
企
業
の
内
部
留
保
総
額

４
６
１
・
０
兆
円
の
う
ち
２
４

５
・
７
兆
円
を
活
用
し
た
場
合

の
試
算
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
活
用
方
法
の
内
訳
は
、
労

働
者
の
賃
金
を
過
去
の
ピ
ー
ク

時
ま
で
戻
す
こ
と
に
29
・
３
兆

円
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
根
絶
や

有
給
休
暇
の
完
全
取
得
な
ど
働

く
ル
ー
ル
の
確
立
に
20
・
０
兆

円
、
有
形
固
定
資
産
を
過
去
の

ピ
ー
ク
に
戻
す
た
め
の
設
備
投

資
に
28
・
５
兆
円
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
投
資
に
16
・
９
兆

円
、
国
債
の
引
き
受
け
に
１
５

１
兆
円
と
い
う
も
の
だ
。

　

こ
う
し
た
活
用
を
行
う
と
、

経
済
成
長
効
果
は
国
内
総
生
産

を
１
７
８
・
５
兆
円
押
し
上

げ
、
11
年
間
の
平
均
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ

を
１
・
86
％
押
し
上
げ
る
効
果

が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

直
接
４
６
６
・
１
万
人
の
雇
用

を
生
む
と
さ
れ
、
２
０
１
２
年

の
完
全
失
業
者
数
３
１
５
万
人

を
吸
収
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
間
接

的
な
雇
用
も
含
ん
だ
雇
用
誘
発

効
果
は
９
４
４
・
７
万
人
に
も

お
よ
ぶ
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
う
し
た
経
済
成
長
や
雇

用
拡
大
に
よ
る
税
収
効
果
は
15

・
３
兆
円
増
加
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
試
算
は
中
小
企
業
の
内

部
留
保
を
含
ん
で
い
る
し
、
現

在
の
内
部
留
保
の
半
分
以
上
を

活
用
す
る
と
い
う
点
で
問
題
が

あ
る
が
、
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し

て
は
非
常
に
有
益
な
提
案
だ
。

　

た
だ
、
い
き
な
り
内
部
留
保

を
取
り
崩
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。内

部
留
保
を
社
会
的
に

還
元
す
る
方
法

　

大
前
提
と
な
る
の
が
、
社
会

的
圧
力
で
、
企
業
に
内
部
留
保

を
賃
金
・
雇
用
・
国
内
投
資
へ

と
振
り
向
け
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　

そ
し
て
、
具
体
的
に
は
内
部

留
保
へ
の
課
税
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

　

現
在
の
法
体
系
や
税
体
系
で

は
会
社
、
つ
ま
り
法
人
の
定
義

は
法
人
擬
制
説
に
よ
っ
て
い

る
。
株
主
が
集
ま
っ
て
法
人
た

る
会
社
を
構
成
し
て
い
る
と
い

う
考
え
方
だ
。
し
か
し
、
そ
う

考
え
る
と
会
社
の
利
益
は
配
当

に
よ
っ
て
株
主
に
分
配
さ
れ
る

の
だ
か
ら
、
株
主
が
得
た
配
当

に
所
得
税
を
か
け
れ
ば
よ
い
こ

と
に
な
る
が
、
実
際
に
は
配
当

前
の
利
益
か
ら
法
人
税
が
徴
収

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

法
人
擬
制
説
の
立
場
か
ら
は
、

法
人
税
は
所
得
課
税
の
前
取
り

だ
と
説
明
さ
れ
る
。
会
社
の
利

益
か
ら
法
人
税
を
徴
収
し
、
そ

の
残
っ
た
利
益
が
配
当
に
回
る

の
で
そ
の
配
当
か
ら
所
得
税
を

徴
収
す
る
と
い
う
２
段
階
の
税

制
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
説
明
し

た
よ
う
に
日
本
の
大
企
業
は
実

際
の
法
人
税
も
低
く
、
配
当
性

向
も
低
い
の
で
、
莫
大
な
内
部

留
保
が
積
み
上
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
法
人
税
、
配
当
へ
の

所
得
課
税
に
追
加
し
て
、
残
っ

た
内
部
留
保
に
も
第
３
段
階
の

税
と
し
て
課
税
を
行
う
こ
と
は

理
論
的
に
は
可
能
で
あ
る
。

　

実
際
に
、
世
界
の
国
々
で
は

こ
う
し
た
内
部
留
保
課
税
を
導

入
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
代
表

的
な
の
は
台
湾
だ
。
台
湾
で
は

１
９
９
８
年
か
ら
毎
期
の
内
部

留
保
増
加
額
に
10
％
の
課
税
を

行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
台
湾

企
業
の
競
争
力
は
そ
れ
ほ
ど
低

下
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
内
部
留
保
課
税
を

嫌
が
る
企
業
が
配
当
を
増
や
す

た
め
、
株
式
市
場
が
活
況
と
な

り
、
ア
ジ
ア
で
も
非
常
に
人
気

の
あ
る
株
式
市
場
と
な
っ
て
い

る
。

　

株
式
市
場
が
活
況
に
な
っ
て

も
、
庶
民
は
潤
わ
な
い
と
い
う

反
論
も
あ
る
と
思
う
。
し
か

し
、
そ
れ
は
日
本
の
個
人
の
金

融
資
産
の
あ
り
方
の
問
題
だ
。

日
本
で
は
個
人
の
金
融
資
産
の

う
ち
約
50
％
が
預
貯
金
で
、
株

式
や
債
券
は
15
％
だ
。
ア
メ
リ

カ
で
は
逆
に
、
国
民
皆
年
金
が

な
い
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
50
％

が
株
式
や
債
券
で
、
15
％
が
預

貯
金
と
な
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら

も
極
端
だ
が
、
日
本
も
も
う
少

し
個
人
が
株
式
や
債
券
を
保
有

し
て
、
企
業
の
利
益
を
国
民
の

も
の
に
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
か
。

　

こ
の
場
合
の
株
式
投
資
と
い

う
の
は
、
短
期
売
買
で
儲
け
る

た
め
で
は
な
く
、
長
期
保
有
し

て
、
安
定
的
に
配
当
や
経
済
成

長
と
企
業
の
成
長
に
裏
付
け
ら

れ
た
値
上
が
り
を
狙
う
も
の

だ
。

　

日
本
で
は
、
株
式
市
場
が
ア

ン
グ
ラ
マ
ネ
ー
の
温
床
と
な
っ

た
り
、
仕
手
筋
な
ど
玄
人
筋
が

投
機
的
な
手
法
で
株
式
市
場
を

混
乱
さ
せ
る
こ
と
が
歴
史
的
に

あ
り
、
個
人
の
市
場
参
加
が
極

端
に
少
な
い
い
び
つ
な
構
造
と

な
っ
て
い
る
。
市
場
の
透
明
性

を
高
め
て
一
般
の
国
民
が
そ
れ

ほ
ど
の
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
な

く
参
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ

き
だ
。

　

ま
た
、
日
本
で
も
同
族
会
社

と
よ
ば
れ
る
形
式
の
会
社
に
は

内
部
留
保
課
税
を
行
っ
て
い

る
。
同
族
会
社
と
は
家
族
が
株

式
を
持
ち
、
経
営
権
を
持
つ
会

社
の
こ
と
で
、
こ
う
し
た
会
社

で
利
益
が
上
が
っ
て
い
る
場

合
、
配
当
を
行
う
と
所
得
税
が

か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
配
当

を
行
わ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

用
品
を
会
社
の
経
費
で
購
入
す

る
傾
向
が
高
い
。
そ
れ
で
、
こ

う
し
た
特
徴
に
着
目
し
て
、
内

部
留
保
課
税
を
行
っ
て
い
る
の

だ
。
日
本
で
も
一
部
の
会
社
に

内
部
留
保
課
税
を
行
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
他
の
大
企
業
に
行

う
こ
と
も
可
能
な
は
ず
だ
。

　

世
界
の
例
か
ら
も
、
日
本
の

例
か
ら
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も

内
部
留
保
課
税
は
そ
れ
ほ
ど
お

か
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
台
湾
の
よ
う
に
内
部
留
保

の
増
加
分
に
10
％
の
課
税
を
し

た
場
合
、
２
０
０
１
年
か
ら
10

年
間
で
５
兆
円
の
財
源
と
な

る
。
こ
れ
自
体
は
莫
大
な
額
で

は
な
い
が
、
こ
の
間
の
法
人
減

税
分
を
穴
埋
め
で
き
る
規
模
で

あ
り
、
波
及
効
果
と
し
て
株
式

市
場
が
活
況
と
な
る
可
能
性
も

あ
る
。

　

課
税
の
方
法
と
し
て
は
、
テ

ク
ニ
カ
ル
な
話
に
な
る
が
、
利

益
剰
余
金
の
非
課
税
戻
し
入
れ

を
提
案
し
た
い
。
つ
ま
り
、
下

請
け
支
援
や
雇
用
拡
大
、
賃
金

引
き
上
げ
に
利
益
剰
余
金
を
活

用
す
る
場
合
は
、
そ
の
分
を
非

課
税
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。新

た
な「
大
企
業
」

「
中
堅
企
業
」を
育
て
よ
う

　

内
部
留
保
活
用
の
方
法
と
し

て
設
備
投
資
誘
導
策
を
と
る
こ

と
は
重
要
だ
。
確
か
に
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
で
も
、
設
備
投
資
減
税

を
行
う
と
し
て
い
る
が
、
大
企

業
向
け
だ
。
こ
れ
ま
で
自
民
党

の
経
済
政
策
は
現
在
の
大
企
業

向
け
の
も
の
が
中
心
だ
っ
た
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
や
キ
ヤ
ノ
ン

な
ど
、
電
機
、
自
動
車
な
ど
を

積
極
的
に
海
外
移
転
さ
せ
、
国

際
競
争
に
勝
て
る
よ
う
に
支
援

し
て
き
た
が
、
そ
れ
で
起
こ
っ

た
の
は
国
内
産
業
の
空
洞
化

だ
。
国
内
で
は
多
く
の
若
者
が

正
規
雇
用
に
就
け
な
く
て
非
常

に
苦
労
し
て
い
る
。

　

だ
か
ら
、
こ
う
し
た
企
業
支

援
策
は
無
意
味
だ
。
既
存
の
大

企
業
を
支
援
す
る
の
で
は
な

く
、
新
た
な
大
企
業
、
中
堅
企

業
を
育
て
、
新
し
い
産
業
を
興

す
こ
と
が
必
要
だ
。
大
企
業
を

優
遇
す
れ
ば
下
に
富
が
流
れ

て
、
日
本
経
済
全
体
が
よ
く
な

る
と
い
う
成
功
体
験
は
も
う
通

用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
実

際
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
莫
大

な
公
共
投
資
が
計
画
さ
れ
て
い

る
が
、
す
で
に
90
年
代
に
行
わ

れ
た
大
規
模
な
公
共
投
資
で
は

雇
用
効
果
が
上
が
ら
な
い
こ
と

が
経
済
学
的
に
実
証
さ
れ
て
い

る
。
雇
用
効
果
が
最
も
あ
る
の

は
、
介
護
、
医
療
分
野
へ
の
投

資
だ
。

　

ま
た
、
新
し
い
大
企
業
、
中

堅
企
業
を
育
て
る
た
め
に
は
、

日
本
の
地
方
の
中
小
企
業
の
技

術
力
に
注
目
す
べ
き
だ
。
東
京

都
大
田
区
で
は
「
江
戸
っ
子
１

号
」
と
い
う
深
海
探
査
艇
を
中

小
企
業
の
技
術
を
集
め
て
開
発

し
て
い
る
。
東
大
阪
の
中
小
企

業
が
協
力
し
て
開
発
し
た
「
ま

い
ど
１
号
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
た

取
り
組
み
だ
。
東
大
阪
や
大
田

区
の
中
小
企
業
に
は
世
界
も
驚

く
す
ば
ら
し
い
技
術
が
あ
る
。

財
界
幹
部
の
求
め
る
経
済
政
策

で
は
な
く
、
こ
う
し
た
企
業
を

支
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
脱
原
発
を
進
め
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
や
福

祉
、
医
療
、
教
育
な
ど
の
分
野

で
新
た
な
産
業
を
育
て
る
必
要

が
あ
る
。
内
部
留
保
の
活
用
は

万
能
薬
で
は
な
い
。
し
か
し
、

大
企
業
優
位
の
政
策
の
一
角
を

崩
し
て
日
本
経
済
を
立
て
直
す

た
め
に
は
役
に
立
つ
政
策
だ
。

表２　１社当たりの「推定企業利益相当額」と
１社当たりの「法人税額相当額」

資本金規模 法人数
（社）

法人数
構成比
率
（％）

１社当たり
の「推定企業
利益相当額」
（百万円）

１社当たり
の「法人税
相当額」
（百万円）

「真実実
効税率」
（％）

「実質法人
税負担率」
（％）

100万円未満 99,157 3.84 2,156 0.375 22.78 17.41

100万円以上200万円未満 88,256 3.42 1,502 0.240 21.40 15.87

200万円以上500万円未満 956,080 37.07 1,785 0.241 23.04 13.48

500万円以上1,000万円未満 333,291 12.92 2,558 0.401 24.22 15.66

1,000万円以上2,000万円未満 781,673 30.30 5,535 1.025 25.20 18.52

2,000万円以上5,000万円未満 217,981 8.45 16,522 3.535 26.04 21.39

5,000万円以上１億円未満 67,324 2.61 44,970 10.324 27.48 22.96

１億円以上５億円未満 27,405 1.06 170,552 42.091 27.98 24.68

５億円以上10億円未満 2,199 0.09 387,239 93.592 25.21 24.17

10億円以上50億円未満 3,923 0.15 1,082,970 258.255 26.15 23.85

50億円以上100億円未満 896 0.03 2,390,439 536.477 24.91 22.44

100億円以上 1,279 0.05 13,334,668 2,086.756 15.87 15.65
（出所）田中里美〈2012〉「税負担率の算定分析―法人税制と内部留保の拡大」『経済』より
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協
会
が
昨
年
10
月
か
ら
ス
ポ

ン
サ
ー
と
な
っ
て
い
る
ラ
ジ
オ

関
西
の
番
組
「
寺
谷
一
紀
と
！

　

い
・
し
ょ
く
・
じ
ゅ
う
」
の

「
医
療
知
ろ
う
！
」
コ
ー
ナ
ー

を
聞
い
た
市
民
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

（
下
記
）。

　

毎
回
、
協
会
の
会
員
が
出
演

し
、
歯
科
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
専
門
の
医
療
に
つ
い
て

や
、
政
府
の
低
医
療
費
政
策
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
医
療
の
関
係
、
震
災

関
連
死
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
話

題
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
る
。

　

２
月
13
日
は
「
風
疹
を
な
く

そ
う
」
と
の
テ
ー
マ
で
辻
一
城

理
事
と
「
風
疹
を
な
く
そ
う
の

会
『hand in hand

』」
共
同

代
表
の
西
村
麻
依
子
氏
、
大
畑

茂
子
氏
が
出
演
。

　

先
天
性
風
疹
症
候
群
の
子
ど

も
を
持
つ
母
と
し
て
、
西
村
氏

と
大
畑
氏
が
「
風

疹
は
な
く
せ
る
疾

患
で
す
。
み
な
さ

ん
の
意
識
が
高
ま

り　

ワ
ク
チ
ン
接

種
で
風
疹
を
な
く

せ
た
な
ら
と
思
い

ま
す
」
な
ど
と
訴

え
た
。

　

辻
理
事
は
医
師

の
立
場
か
ら
「
風

疹
自
体
は
大
し
た

病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
怖
い
の

は
妊
娠
初
期
の
妊

婦
さ
ん
が
か
か
る

と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
高
い
頻
度

で
、
心
臓
病
、
目
の
病
気
、
難

聴
な
ど
と
い
う
症
状
が
起
こ
る

と
こ
ろ
で
す
。
治
療
が
難
し
い

の
で
、
必
ず
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
」
と
解
説
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
西
村
氏
の
活
動

を
追
っ
て
い
る
サ
ン
テ
レ
ビ

が
、
ラ
ジ
オ
放
送
収
録
の
模
様

を
取
材
し
た
。
こ
の
模
様
は
平

日
21
時
30
分
か
ら
放
送
さ
れ
て

い
る
報
道
番
組
「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ　

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
」
で
、
３
月
26
日
に

放
送
さ
れ
る
予
定
。

　

「
医
療
知
ろ
う
！
」
は
、
ラ

ジ
オ
関
西
Ａ
Ｍ
５
５
８
ｋ
Ｈ

ｚ
、
但
馬
放
送
局
１
３
９
５
ｋ

Ｈ
ｚ
で
、
毎
週
木
曜
19
時
40
分

〜
20
時
頃
放
送
中
。
３
月
27
日

ま
で
。
過
去
の
放
送
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
で
き
る
。

http://w
w
w
.hhk.jp/topics 

/2013/1028-140814.php

〈
リ
ス
ナ
ー
の
声
〉

・
歯
が
悪
い
と
体
全
体
に
影
響

す
る
。
怖
い
で
す
ね
え
。
気
を

つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
尼
崎
市　

男
性　

67
歳
）

・
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
も

う
す
ぐ
20
年
に
な
る
ん
で
す

ね
。
東
北
は
原
発
も
あ
る
し
、

ま
だ
ま
だ
大
変
だ
な
あ
と
思
い

ま
す
。
お
医
者
さ
ん
た
ち
が
今

も
支
援
に
行
っ
て
る
と
い
う
話

に
感
動
し
ま
し
た
。

 

（
中
央
区　

女
性　

65
歳
）

・
保
育
園
で
保
育
士
を
し
て
い

ま
す
。
風
疹
の
予
防
接
種
の
こ

と
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

西
宮
市
で
も
予
防
接
種
の
助
成

を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
私
も

受
け
ま
し
た
が
、
も
っ
と
た
く

さ
ん
の
方
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

 

（
西
宮
市　

女
性　

31
歳
）

　

ま
も
な
く
東
日
本
大
震
災
・

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

か
ら
３
年
を
迎
え
ま
す
。
27
万

人
を
超
え
る
方
々
が
、
故
郷
を

奪
わ
れ
て
、
全
国
に
避
難
し
て

い
ま
す
。

　

い
ま
だ
に
福
島
第
一
原
発
に

は
近
づ
く
こ
と
す
ら
で
き
ず
、

原
子
炉
の
冷
却
水
は
漏
れ
続

け
、
環
境
を
高
度
に
汚
染
し
続

け
て
い
ま
す
。
事
故
原
因
の
解

明
も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
安
倍
政
権
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」
で

原
発
を
「
重
要
な
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
」
と
位
置
づ
け
て
、
原

発
の
再
稼
働
や
輸
出
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

再
稼
働
は
「
安
全
性
を
確
認

し
た
上
で
」
と
し
て
い
ま
す

が
、
事
故
原
因
も
解
明
で
き
な

い
ま
ま
、
独
立
性
の
疑
問
視
さ

れ
る
原
子
力
規
制
委
員
会
に
よ

り
作
成
さ
れ
た
新
規
制
基
準
は

到
底
「
安
全
」
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
原
発
稼
働
で
必
ず
生

ま
れ
る
危
険
な
使
用
済
み
核
燃

料
や
放
射
性
廃
棄
物
を
ど
う
処

理
す
る
の
か
に
つ
い
て
、
全
く

解
決
策
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

２
０
１
２
年
に
政
府
が
行
っ

た
原
発
比
率
に
関
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
87
％
が
原
発

ゼ
ロ
を
提
示
し
た
よ
う
に
、
各

種
意
見
聴
取
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
、
世
論
調
査
を
通

じ
、「
原
発
ゼ
ロ
」
こ
そ
が
国

民
の
声
で
あ
る
こ
と
は
明
確
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

政
府
は
、
原
発
は
再
稼
働
せ

ず
、
す
べ
て
廃
炉
に
す
る
と
決

断
す
る
べ
き
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
政
府
に
声
を
届
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
故
か
ら
３
年
と
な
る
、
３

月
11
日
の
前
後
は
「
Ｎ
Ｏ　

Ｎ

Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ 

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
（
ノ
ー

　

ニ
ュ
ー
ク
ス　

ウ
ィ
ー

ク
）」
と
し
て
、
東
京
で
国
会

包
囲
行
動
が
行
わ
れ
る
の
を
は

じ
め
、
全
国
各
地
で
脱
原
発
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

兵
庫
県
で
は
、
福
島
の
農
家

の
方
を
招
き
、
学
習
会
を
開
催

し
ま
す
（
下
記
）。
ぜ
ひ
、
た

く
さ
ん
の
先
生
方
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

大
間
原
発
新
設
許
さ
な
い

た
た
か
い
支
援
し
よ
う

　

再
稼
働
だ
け
で
な
く
、
原
発

の
新
設
も
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
保
団
連
・
協
会

は
、
建
設
工
事
が
進
む
大
間
原

発
の
建
設
予
定
地
を
視
察
し
ま

し
た
。
大
間
原
発
は
、
電
源
開

発
が
青
森
県
大
間
町
で
建
設
を

進
め
る
原
発
で
す
。
原
発
事
故

後
、
建
設
工
事
は
中
断
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
２
０
１
２
年
10

月
、
政
府
が
建
設
工
事
の
再
開

を
認
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
間
原
発
は
、
毒
性
の

強
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン

の
混
合
酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
燃

料
を
全
炉
心
に
装
荷
す
る
世
界

初
の
原
発
で
、
原
子
炉
の
制
御

が
き
わ
め
て
難
し
い
と
専
門
家

か
ら
も
安
全
性
が
疑
問
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
、
こ
の
建
設
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
に
ご
支
援
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
原
発
周
辺

で
は
、
粘
り
強
い
建
設
反
対
の

運
動
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

原
発
敷
地
の
真
ん
中
に
、
用

地
買
収
に
応
じ
な
か
っ
た
地
主

の
方
が
建
て
た
「
あ
さ
こ
は
う

す
」
と
い
う
小
屋
が
あ
り
、
原

発
建
設
反
対
の
ア
ピ
ー
ル
を
続

け
て
い
ま
す
。「
あ
さ
こ
は
う

す
」
に
手
紙
を
出
し
、
郵
便
配

達
の
車
が
毎
日
通
う
こ
と
で
、

電
源
開
発
の
つ
く
っ
た
小
屋
へ

の
道
を
封
鎖
さ
せ
ず
、
建
設
反

対
の
声
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。
以
下
の
住
所
に
手
紙
を
送

り
ま
し
ょ
う
。

〒
０
３
９―

４
６
０
１

　

青
森
県
下
北
郡
大
間
町
字
小

奥
戸
３
９
６　

あ
さ
こ
は
う
す

　

ま
た
、
大
間
原
発
建
設
の
差

し
止
め
訴
訟
が
、
全
国
１
０
０

０
人
以
上
が
原
告
と
な
り
、
起

こ
さ
れ
、
こ
の
訴
訟
を
支
援
す

る
会
員
が
募
集
さ
れ
て
い
ま
す

（
年
会
費
２
０
０
０
円
）。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
、
兵

庫
協
会
会
員
の
皆
様
か
ら
も
、

大
き
な
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ

せ
は
、
☎
078―

383―

１
８
０
７

　

小
西
ま
で
。

　

協
会
も
参
加
す
る
「
憲
法
が

輝
く
兵
庫
県
政
を
つ
く
る
会
」

は
２
月
19
日
、
神
戸
市
勤
労
会

館
で
第
10
回
総
会
を
開
催
し
、

昨
年
の
県
知
事
選
挙
を
総
括
。

　

同
会
が
擁
立
し
た
候
補
で
あ

る
田
中
耕
太
郎
氏
が
か
か
げ
た

三
つ
の
転
換
、
六
つ
の
プ
ラ
ン

な
ど
、
憲
法
を
い
か
し
人
に
や

長
、
武
村
義
人
副

理
事
長
が
出
席

し
、
武
村
副
理
事

長
が
同
会
の
代
表

幹
事
の
一
人
に
選

出
さ
れ
た
。
他
の

代
表
幹
事
は
、
石

川
康
宏
氏
（
神
戸

女
学
院
大
学
教

授
）、
松
山
秀
樹

氏
（
自
由
法
曹
団

・
弁
護
士
）、
田

中
耕
太
郎
氏
（
２

０
１
３
年
県
知
事

選
挙
候
補
者
）
が

就
任
し
た
。

さ
し
い
県
政
を
つ
く
る
公
約
の

実
現
を
求
め
て
、
今
後
も
活
動

す
る
な
ど
の
方
針
を
確
認
し

た
。

　

討
議
で
は
、
井
戸
県
政
が
第

３
次
行
革
プ
ラ
ン
で
福
祉
医
療

改
悪
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
る

一
方
で
、
３
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

超
え
る
使
わ
れ
て
い
な
い
塩
漬

け
土
地
だ
け
で
、
年
間
の
金
利

負
担
が
24
億
円
に
も
及
ん
で
い

る
と
い
う
、
県
の
財
政
の
実
態

が
報
告
さ
れ
た
。

　

協
会
か
ら
は
池
内
春
樹
理
事

　

先
生
に
初
め
て
お
目
に
か

か
っ
た
の
は
、
私
ど
も
の
病

院
が
い
ま
だ
上
筒
井
に
あ
っ

た
時
代
で
、
ご
近
所
の
病
院

の
院
長
先
生
か
ら
、
自
分
の

病
院
に
優
秀
な
整
形
外
科
の

先
生
が
来
ら
れ
た
と
紹
介
を

受
け
た
の
が
初
対
面
で
し

た
。

　

学
者
ら
し
い
雰
囲
気
を
持

ち
な
が
ら
、
ニ
コ
ニ
コ
と
微

笑
ん
で
応
対
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
そ
の
雰
囲
気
か

ら
、
少
々
な
こ
と
で
は
動
じ

な
い
よ
う
な
奥
深
さ
が
あ

り
、
何
を
ぶ
つ
け
て
も
ス
ッ

と
吸
収
し
て
し
ま
う
大
き
な

キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
持
た
れ
た

先
生
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
整
形
外
科
関
連

の
疾
患
の
患
者
さ
ん
の
診
断

・
治
療
は
す
べ
て
お
願
い
を

し
、
の
ち
に
独
立
さ
れ
、
病

院
を
開
設
さ
れ
て
か
ら
も
、

引
き
続
き
お
願
い
い
た
し
て

お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
靴
の
研
究
に

没
頭
さ
れ
、
講
演
会
も
拝
聴

し
ま
し
た
。
そ
の
後
に
、
あ

る
有
名
な
ド
イ
ツ
語
の
解
剖

学
の
本
の
コ
ラ
ム
の
よ
う
な

場
所
に
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
が
作

ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ

た
こ
と
を
思
い
出
し
、
そ
の

写
し
と
日
本
語
訳
と
を
お
渡

し
し
た
と
こ
ろ
、
大
変
喜
ん

で
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ

り
、
懐
か
し
い
思
い
出
の
一

つ
で
す
。

　

保
険
医
協
会
で
は
、
日
常

診
療
経
験
交
流
会
の
分
科
会

や
健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
靴
の
研
究
や
整

形
外
科
関
連
の
テ
ー
マ
で
多

く
の
ご
報
告
や
原
稿
の
ご
執

筆
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。

　

先
生
は
一
見
、
ゆ
っ
た

り
、
の
ん
び
り
型
の
よ
う
に

お
見
受
け
し
ま
し
た
が
、
内

向
的
で
、
デ
リ
ケ
ー
ト
で
ナ

イ
ー
ブ
な
面
も
お
持
ち
で
し

た
。
他
人
に
は
労
り
と
、
き

め
の
細
か
い
、
か
ゆ
い
所
に

手
が
届
く
よ
う
な
気
配
り
で

接
し
て
お
ら
れ
る
、
優
し
い

面
を
お
持
ち
で
し
た
。
一
方

で
、
物
事
に
対
し
て
は
合
理

的
で
、
裏
切
り
や
曲
が
っ
た

こ
と
は
大
嫌
い
な
正
義
漢

で
、
損
得
抜
き
で
正
論
を
通

さ
れ
、
驚
か
さ
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
徹
底
し
た
努

力
家
で
、
初
志
を
貫
徹
す
る

ま
で
骨
身
を
惜
し
ま
ず
、
目

い
っ
ぱ
い
努
力
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
正
義
感
が
強
す

ぎ
て
、
周
囲
を
困
ら
せ
た
こ

と
が
お
あ
り
だ
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
し
つ

こ
さ
が
な
く
、
ユ
ー
モ
ラ
ス

で
明
る
い
性
格
で
カ
バ
ー
し

て
お
ら
れ
た
よ
う
に
も
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
す
ば
ら
し
い

お
人
柄
だ
っ
た
と
今
で
も
感

心
し
て
い
ま
す
。

57人が参加し、県政の問題点を確認

荻原　一輝先生（享年86歳）

辻理事（右３人目）と風疹をなくそうの会（右
から２人）らの出演時にはサンテレビが取材に

憲法県政の会が総会

人にやさしい県政を

 武村副理事長が代表幹事に

ラジオ関西「医療知ろう！」好評ラジオ関西「医療知ろう！」好評

「新聞に書いてないこと「新聞に書いてないこと
 勉強できる」 勉強できる」
 リスナーから反響 リスナーから反響

1927年11月２日生。49年３月京都大
学医学部専門部卒業、70年４月荻原
整形外科診療所開院院長、76年12月
荻原整形外科病院開院院長、86年２
月医療法人一輝会荻原整形外科病院
開設理事長・院長就任

追　

悼
荻
原
一
輝
先
生
の
思
い
出

灘
区
・
昭
生
病
院　
　

岡
本　

好
司

談 話

環
境
・
公
害
対
策
部
長　
　

森
岡　

芳
雄

福
島
第
一
原
発
事
故
３
年
に
あ
た
っ
て

原
発
ゼ
ロ
実
現
の
た
め
行
動
を

東日本大震災東日本大震災・・福島原発事故から３年集会福島原発事故から３年集会

日　時　３月９日（日）　14時～16時
会　場　神戸市立婦人会館「さくら」
主　催　 原発をなくし自然エネルギー

を推進する兵庫の会
講　演　 「被災地は今―原発ゼロ社会

をめざして―」　福島県農民
連常任幹事　三浦　広志氏

運動交流
　•原発避難者健診の取り組み
　•被災地ボランティアから
　•兵庫県原発被災者支援弁護団の訴え

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1807　小西まで

被災地は今被災地は今

原発ゼロ統一行動

投　稿



次回受付は４月１日開始です

団体定期
生命保険 

■ 過去５年平均の配当率は45％
■ 団体保険だから断然安い保険料
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円のセット加入あり

■ 加入者数5000人を超えました
■ ライフプランに合わせていつでも
■ 増額･減額できます
■ 医師による診査はありません

協会の「休業保障制度」にご加入いただけない方や、上乗せ補償をご希望の方へ。
うつ病等の精神障害による就業不能も補償／
入院は１日目から、自宅療養は５日目から補
償／ご家族、スタッフも加入OK

死亡保険は安さが一番です
いま話題のネット生保と
比べてください！グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険
休業保障制度・保険医年金休業保障制度・保険医年金休業保障制度・保険医年金休業保障制度・保険医年金
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感 想 文

芸 術芸 術

紹 介紹 介
ArArtt

㉔㉔

　

バ
チ
カ
ン
の
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ

礼
拝
堂
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
モ
ナ
リ
ザ
を
目
に
し

た
こ
と
あ
り
ま
す
か
。

　

淡
路
で
の
移
動
理
事
会
終
了

後
、
か
ね
て
か
ら
行
っ
て
み
た

か
っ
た
大
塚
国
際
美
術
館
へ
。

今
や
一
大
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
会
員

の
皆
さ
ま
に
お
な
じ
み
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

大
塚
国
際
美
術
館
は
大
塚
グ

ル
ー
プ
創
立
75
周
年
記
念
事
業

と
し
て
鳴
門
市
に
設
立
さ
れ

た
、
日
本
最
大
級
の
展
示
ス
ペ

ー
ス
を
有
す
る
「
陶
板
名
画
美

術
館
」
で
す
。
館
内
に
は
６
人

の
選
定
委
員
に
よ
っ
て
厳
選
さ

れ
た
、
古
代
壁
画
か
ら
世
界
の

美
術
館
が
所
蔵
す
る
現
代
絵
画

ま
で
、
至
宝
の
西
洋
名
画
千
余

点
が
、
大
塚
オ
ー
ミ
陶
業

（
株
）
の
特
殊
技
術
に
よ
っ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
と
同
じ
大
き

さ
に
複
製
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

美
術
の
教
科
書
に
載
っ
て
い

る
も
の
の
み
な
ら
ず
、
日
常
目

に
す
る
超
有
名
な
世
界
の
絵
画

が
、
こ
れ
で
も
か
と
言
う
ほ

ど
、
陶
板
（
タ
イ
ル
）
で
再
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
触
っ
て
み
ま

し
た
が
陶
板
に
間
違
い
な
し
。

　

説
明
に
よ
る
と
「
鳴
門
海
峡

の
一
握
り
の
砂
」
が
設
立
の
基

本
と
な
っ
た
と
か
。
タ
イ
ル
の

製
造
を
始
め
、
つ
い
に
は
１
ｍ

角
の
タ
イ
ル
を
作
っ
て
も
１
０

０
％
合
格
品
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
２
万
点
近
い
色
も
開

発
。
国
際
的
な
絵
画
を
陶
磁
器

に
、
し
か
も
原
寸
大
に
複
製
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
は
も

ち
ろ
ん
、
世
界
に
も
例
を
見
な

い
タ
イ
ル
を
大
塚
が
開
発
に
成

功
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

美
術
陶
板
は
１
３
０
０
度
で

焼
く
の
で
、
千
年
い
や
、
２
千

年
経
っ
て
も
そ
の
ま
ま
の
色
、

形
で
残
っ
て
い
く
と
い
い
ま

す
。
写
真
陶
板
と
は
、
か
く
も

す
ご
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
感

激
し
き
り
で
、
そ
の
感
激
は
な

か
な
か
冷
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ぜ
ひ
そ
の
製
作
過
程
を
見
学

さ
せ
て
ほ
し
い
と
強
く
思
い
ま

し
た
。

　

陶
板
の
西
洋
名
画
は
展
示
方

法
が
ユ
ニ
ー
ク
で
、
シ
ス
テ
ィ

ー
ナ
礼
拝
堂
天
井
画
お
よ
び
壁

画
や
ス
ク
ロ
ヴ
ェ
ー
ニ
礼
拝
堂

壁
画
、
そ
し
て
エ
ル
・
グ
レ
コ

の
祭
壇
衝
立
画
復
元
は
特
に
本

物
か
と
目
を
疑
う
ほ
ど
す
ば
ら

し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
ル
ネ

サ
ン
ス
、
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
絵

画
、
そ
れ
ぞ
れ
１
４
０
点
、
１

２
０
点
、
ダ
ビ
ン
チ
や
ラ
フ
ァ

エ
ロ
、
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
、
ベ
ラ

ス
ケ
ス
の
名
画
に
心
躍
る
の
を

抑
え
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

レ
プ
リ
カ
と
は
い
え
絵
画
の

説
明
を
レ
シ
ー
バ
ー
で
聞
い
て

い
る
と
、
そ
の
世
界
に
入
っ
て

し
ま
う
の
が
不
思
議
で
す
。

　

こ
の
複
製
画
を
見
て
、
海
外

の
美
術
館
で
本
物
と
対
面
し
鑑

賞
で
き
れ
ば
、
ま
た
感
激
す
る

こ
と
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

大
塚
国
際
美
術
館　

神
戸
淡
路

鳴
門
自
動
車
道
の
鳴
門
北
イ
ン

タ
ー
か
ら
鳴
門
海
峡
方
面
約
３

分
、
入
館
料
大
人
２
１
０
０
円

　

歯
科
部
会
は
１
月
19
日
、
協

会
会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会

「
診
療
が
変
わ
る　

く
す
り
の

知
識
」
を
開
催
。
明
和
病
院
歯

科
口
腔
外
科
部
長
の
末
松
基
生

先
生
を
講
師
に
、
１
０
８
人
が

参
加
し
た
。
司
会
を
務
め
た
谷

端
美
香
先
生
の
感
想
文
を
掲
載

す
る
。

　

私
が
以
前
在
籍
し
て
お
り
ま

し
た
、
大
阪
大
学
歯
学
部
口
腔

外
科
の
上
司
と
い
う
縁
で
、
末

松
先
生
に
快
く
お
引
き
受
け
い

た
だ
き
、
今
回
の
講
演
が
成
立

し
た
次
第
で
す
。

　

私
た
ち
開
業
医
は
、
ま
す
ま

す
増
え
る
高
齢
者
と
有
病
者
の

歯
科
治
療
を
日
々
行
っ
て
い
ま

す
。
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
も
多

量
で
、
高
齢
者
で
は
何
件
も
の

医
療
機
関
を
受
診
し
、
本
人
で

す
ら
病
状
を
理
解
し
て
い
な
い

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
処
方
さ
れ
て
い

る
薬
で
漠
然
と
病
名
を
理
解
す

る
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今

回
、
末
松
先
生
か
ら
、
処
方
さ

れ
て
い
る
薬
か
ら
全
身
状
態
を

把
握
す
る
と
い
う
、
目
か
ら
う

ろ
こ
の
落
ち
る
説
明
を
受
け
て

感
服
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
処
方

さ
れ
る
薬
も
日

々
変
化
、
進
化

し
て
い
き
、
そ

れ
に
よ
り
、
対

応
が
必
要
に
な

る
こ
と
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
歯
科
開
業
医

に
と
っ
て
、
日
ご
ろ
よ
り
医
科

と
情
報
を
共
有
し
て
い
る
末
松

先
生
の
教
え
に
は
頭
が
下
が
る

思
い
で
し
た
。

　

今
回
は
全
身
疾
患
の
薬
の
内

容
で
し
た
が
、
次
回
は
ぜ
ひ
と

も
歯
科
の
投
薬
に
つ
い
て
も
講

演
し
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま

し
た
。

【
芦
屋
市
・
歯
科

 

谷
端　

美
香
】

　

協
会
は
２
月
14
日
、
公
立
豊

岡
病
院
と
共
催
で
「
勤
務
医
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を

同
病
院
内
で
開
催
。「
ド
ク
タ

ー
の
老
後
生
活
資
金
作
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
社
会
保
険
労
務
士

・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
、
中
野
労
務
Ｆ
Ｐ
事
務

所
の
中
野
任
基
氏
が
講
演
を

し
、
若
手
医
師
、
研
修
医
ら
18

人
が
参
加
し
た
。

　

座
長
を
務
め
た
公
立
豊
岡
病

院
胸
部
外
科
部
長
の
那
須
通
寛

先
生
が
冒
頭
に
、「
若
い
先
生

方
に
老
後
の
生
活
設
計
と
言
わ

れ
て
も
、
な
か
な
か
想
像
し
に

く
い
と
思
う
。
だ
が
、
私
自
身

の
経
験
か
ら
公
的
年
金
制
度
の

仕
組
み
や
老
後
の
生
活
設
計
な

ど
、
若
い
時
期
に
知
っ
て
お
く

こ
と
が
重
要
。
勤
務
医
は
、
異

動
も
多
く
就
労
形
態
が
流
動
的

な
た
め
、
退
職
金
や
賞
与
な
ど

が
不
確
定
。
生
涯
賃
金
で
見
る

と
一
般
労
働
者
と
比
べ
て
決
し

て
高
く
な
い
。
安
定
し
た
老
後

を
迎
え
る
た
め
に
生
涯
い
く
ら

必
要
な
の
か
、
こ
の
企
画
を
通

じ
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

中
野
氏
は
、
勤
務
医
の
公
的

年
金
制
度
の
仕
組
み
や
資
金
計

画
を
そ
れ
ぞ
れ
解
説
。「
住
宅

・
教
育
・
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
と

い
う
、
人
生
の
三
大
支
出
に
備

え
た
資
金
計
画
は
、
で
き
る
だ

け
準
備
期
間
を
長
く
と
れ
る
よ

う
計
画
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

う
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
共

済
制
度
を
中
心
に
協
会
事
業
を

紹
介
し
、
参
加
者
に
入
会
を
呼

び
か
け
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
全
く
知

ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
勉
強
に

な
っ
た
」、「
老
後
ど
れ
だ
け
お

金
が
必
要
か
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。
協
会
で
は
、
勤
務
医

向
け
に
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
役
立

つ
出
前
講
座
を
今
後
も
予
定
し

て
い
る
。

強
調
し
た
。
そ
の
う

え
で
自
身
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
踏
ま
え

た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
表
の
作
成
方
法
な

ど
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
、
下
山
均

但
馬
支
部
副
支
部
長

が
「
私
自
身
も
勤
務

医
時
代
に
は
将
来
設

計
に
苦
労
し
た
時
期

が
あ
っ
た
。
こ
の
企

画
が
、
若
い
先
生
方

の
将
来
対
策
の
お
役

に
た
て
れ
ば
と
思

　

世
界
に
遅
れ
て
近
代
国
家
へ

仲
間
入
り
し
た
日
本
。
植
民
地

が
欲
し
く
て
世
界
戦
争
を
行
っ

て
、
そ
の
あ
げ
く
敗
れ
た
。

　

戦
後
の
復
興
は
、
朝
鮮
戦
争

の
当
事
者
で
な
か
っ
た
日
本

が
、
戦
争
で
大
量
消
費
さ
れ
る

武
器
弾
薬
の
巨
大
な
供
給
工
場

と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
よ
そ
の
国
が

や
っ
た
戦
争
の
お
こ
ぼ
れ
の
お

か
げ
で
一
挙
に
、
世
界
有
数
の

経
済
大
国
に
の
し
上
が
っ
た
。

　

経
済
大
国
日
本
の
お
披
露
目

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
で
ま
ず
は
済
ま
せ
、
続
い
て

札
幌
、
長
野
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
と
大
阪
万
博
の
開
催
で
十

分
に
果
た
さ
れ
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
な
ん
で
今
さ

ら
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
招
致
し

て
世
界
に
改
め
て
経
済
大
国
日

本
の
認
知
を
求
め
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
を
成
功
さ
せ
て
近
代
国
家
で

あ
る
こ
と
の
国
際
的
認
知
を
得

た
い
発
展
途
上
国
の
面
々
を
押

し
の
け
て
。

　

大
人
気
な
い
に
も
程
が
あ

る
。

　

歴
史
観
的
に
は
、
日
本
は
も

は
や
盛
り―

衰
退
に
移
る
前
の

盛
ん
な
状
態―

を
過
ぎ
た
、
世

界
史
か
ら
隠
居
を
命
ぜ
ら
れ
て

い
る
、
成
熟
は
あ
っ
て
も
成
長

は
な
い
国
で
あ
っ
て
よ
い
。

　

そ
れ
な
の
に
今
の
日
本
は
、

強
か
っ
た
日
本
へ
回
帰
し
た
い

と
す
る
国
家
意
志
を
隠
し
は
し

て
い
な
い
。
強
い
日
本
を
求
め

て
国
家
総
動
員
路
線
を
ま
っ
し

ぐ
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
で
は
行
く
先
、
憲
法
を

有
し
て
未
来
に
向
け
て
先
駆
的

に
羽
ば
た
く
日
本
の
明
日
が
危

う
い
。

　

今
こ
そ
日
本
は
成
熟
す
る
中

で
い
っ
た
ん
立
ち
止
ま
り
、
世

界
の
発
展
史
の
中
で
の
自
己
の

立
ち
位
置
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
。
品
性
あ
る
成
熟
日
本
と
し

て
世
界
史
に
名
を
留
め
た
い
も

の
で
あ
る
。

バチカンのシスティーナ礼
拝堂を複製した「システィ
ーナ・ホール」（画像提供
・大塚国際美術館）　　　

知らないことが多く、非常に勉強になった
など好評の声が寄せられた　　　　　　　

◇
出
席　

30
人

◇
第
49
回
総
会　

６
／
15
チ
サ

ン
ホ
テ
ル
神
戸　

記
念
講
演

「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
を
用
い
た
進
行

性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
の
研

究
と
治
療
（
仮
）」
講
師
：
京

都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所　

櫻
井
英
俊
先
生
。

◇
情
勢　

医
療
法
改
定
案
の
中

身
が
明
ら
か
に
。
各
医
療
機
関

に
病
床
機
能
を
報
告
さ
せ
る
病

床
機
能
報
告
制
度
を
設
け
、
そ

の
報
告
に
基
づ
き
都
道
府
県
は

地
域
医
療
構
想
を
策
定
す
る
。

知
事
は
病
院
の
開
設
や
増
床
の

際
に
医
療
機
能
を
指
定
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
や
病
床
機
能

の
転
換
を
中
止
さ
せ
る
こ
と
、

不
足
し
て
い
る
医
療
機
能
を
提

供
す
る
よ
う
に
要
請
す
る
こ
と

な
ど
の
権
限
を
持
た
せ
る
こ
と

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

新
点
数
改

定
研
究
会
に
①
情
勢
解
説
メ
モ

を
配
布
し
、
こ
ど
も
医
療
費
拡

充
に
つ
い
て
も
「
中
３
ま
で
無

料
」
運
動
の
広
が
り
と
成
果
を

報
告
、
②
「
医
療
介
護
総
合
法

案
リ
ー
フ
」
配
布
と
国
会
情
勢

の
解
説
、
③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
署

名
、
④
患
者
窓
口
負
担
の
大
幅

軽
減
を
求
め
る
署
名
用
紙
を
配

布
し
、
署
名
を
訴
え
る
。

◇
診
療
報
酬
改
定
の
動
向　

「
地
域
包
括
診
療
料
」「
地
域

包
括
診
療
加
算
」
の
算
定
要

件
、
機
能
強
化
型
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
の
施
設
基
準
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。「
著
し
く
歯
科

治
療
が
困
難
な
患
者
」
の
困
難

加
算
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

運
動
の
結
果
、
改
善
さ
れ
た
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
総
務
部　

２
０
１
４
年
度
事

務
局
賃
金
改
定
・
65
歳
ま
で
の

職
責
継
続
、
事
務
局
人
事
異
動

・
昇
格
案
が
了
承
さ
れ
た
。
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はじめに
　わが国ではこの10年間ほど、糖尿病は
激増の時代に入ってきました。そのた
め、糖尿病はまさに国民病と呼ぶにふさ
わしい地位を占めています。推定では毎
年100万人程度、つまり、１年間に産ま
れてくる赤ちゃんと同じ数だけ増え続け
てきたことになります。
　糖尿病が増えた原因の一つは、われわ
れのライフスタイルの変化、すなわち、
食生活の欧米化、特にファーストフード
に代表される動物性脂肪摂取量の増加で
す。また、モータリゼーションの発達に
よる運動量の減少、それらによる肥満の
増加、そして社会の複雑化がもたらす種
々のストレスなどが、糖尿病の発症に拍
車をかけています。

１ ．糖尿病の管理が十分では
　ありません
　一方、糖尿病で医療機関にかかってい
る人の推計は、 わずかに246.9万人
（2005年患者調査）でしかありません。
つまり、糖尿病であることを知っていな
がら治療を受けずに放置している人の方
が、治療を受けている人たちよりも圧倒
的に多いのです。
　また、治療を受けていても、薬さえ飲
んでいたら問題ないと思い込んで、高血
糖のまま経過している症例も少なくあり
ません。糖尿病は、病気になった初期で
は自覚症状に乏しいため、きちんと治療
をすれば重大な状態にならない時期をみ
すみす逃してしまい、合併症が出現し、
重症になるまで放置してしまうことが、
糖尿病の最大の問題と言えるでしょう。

２．糖尿病の発症の原因
　２型糖尿病の発症原因としては、遺伝
因子と環境因子のいずれもが関与するこ
とが知られています。
　糖尿病を起こしやすい遺伝子を保持し
ていても、これだけでは糖尿病は発症し
ませんが、日常のライフスタイルが糖尿
病の発症に大きく影響してきます。食事
の問題（過食や、動物性脂肪豊富な食材
の摂取）、運動不足、ストレス、肥満な
どの因子が加わると、眠っている糖尿病
の発症遺伝子を目覚めさせてしまうので
す。つまり、遺伝子的素因に環境因子が
加わって、初めて糖尿病は発症します。
　他方、１型糖尿病は、インスリンを合
成分泌する膵β細胞が破壊されたために
発症するものです。１型糖尿病になりや
すい体質（感受性）に、自己免疫機序や
ウイルス感染などが関与して発症すると
言われています。

３．糖尿病の合併症とは
　糖尿病の合併症は、三大合併症（細小
血管症と呼ばれています）と、心筋梗塞
と脳梗塞を引き起こす動脈硬化がありま
す。糖尿病の三大合併症は、糖尿病に特
有な網膜症、腎症、神経障害を言いま
す。

　これらの合併症は頻度的にも多く、ま
た日常生活を送る上で大きな障害となり
ます。合併症は糖尿病発症後すぐには出
現せず、初期の合併症は、血糖値を良好
に保つと元に戻りますが、しかし、ある
一定の年限（約10年と考えられていま
す）を超えて進行した合併症は、血糖値
をその後いくら厳密にしても、完全には
元に戻すことができないとされています
（このような現象をmetabolic memory、
またはlegacy effectとも呼んでいま
す）。
　血糖値が良好に保たれ、およそ糖尿病
の合併症とは無縁の症例がいる一方で、
血糖値が高く、いくら入院を勧めても
「症状がないから大丈夫です」と言っ
て、入院を拒否する患者さんがいるのも
事実です。このような高血糖症例は、時
間が経つにしたがって、網膜症による失
明、腎不全による透析、脳梗塞による寝
たきり状態に陥る危険性が極めて高いこ
とが予測されます。
①糖尿病性網膜症
　2008年度の全国視覚障害の調査では、
視覚障害の原因疾患として糖尿病網膜症
が19.0％（第２位）を占めています（１
位は緑内障です）。
　この網膜症が始まった初期の段階で
は、通常視力は低下せず、無症状で放置
されることが多く、逆に視力が低下し眼
科を受診したときには、網膜症がかなり
進行している場合が多いのです。
　それゆえに視力が正常のうちから、眼
科専門医の定期的な眼底検査が非常に大
切です。網膜症の重い患者さんには、レ
ーザー光凝固術や硝子体手術を行います
が、これは病気の進行を止めるだけで、
失われた視力の回復は極めて困難なもの
となります。
②糖尿病性腎症
　わが国では、糖尿病腎症による透析導
入は、1998年新規透析導入となった原因
疾患の第１位となってからはさらに増加
し、2007年の１年間に糖尿病腎症が原因
で透析導入した患者さんの数は15,750人
となっています。そして、その60倍に近
い「透析（末期腎不全）予備群」が存在
している恐れがあると言われています。
　毎週（３回、３～４時間）の透析に要
する時間も長く、日常生活のなかで自由
な時間がかなり制限されてしまいます。
また、年間500万円程度の医療費がかか
ります（ほとんど公費負担となります
が）。糖尿病性腎症症例への腎移植は、
臓器提供者が少ないなどの理由で、進ん
でいないのが現状です。
③糖尿病性神経障害
　糖尿病による神経の合併症である末梢
神経障害は、具体的には、手足がしびれ
たり（手袋型やソックス型から始まりま
す）、足がつったりする症状から、最後
には神経が鈍くなり、痛みや熱さを感じ
なくなります。最後は、画鋲や釘を踏ん
でも痛くない状態になり、化膿して壊疽
から下肢切断の原因になります。
　一方、自律神経が障害され胃や腸の神

経が麻痺すると、便秘や下痢を繰り返し
たり、血管の神経が障害されると立ちく
らみを起こしたりします。
　また、心臓の神経が障害されると、心
筋梗塞を起こしても、激烈な痛みを感じ
なくなり（無痛性心筋梗塞と呼ばれてい
ます）治療の遅れの原因となり、心不全
から致命的になることがあります。
④大血管障害
　ヒトは、年齢とともに動脈硬化も進み
ますが、糖尿病の人は若年から動脈硬化
が出現します。特に、脳、心臓、末梢血
管の動脈硬化が重要です。
　糖尿病以外にも、高血圧、高脂血症、
タバコ、肥満、高尿酸血症などが動脈硬
化を促進させますので、糖尿病症例はこ
れらに対する積極的な治療介入が必要で
す。
　糖尿病では、動脈硬化進展による心筋
梗塞の頻度が高く、さらに上記のように
糖尿病性神経障害による無痛性心筋梗塞
が致命的なものとなります。
⑤脳梗塞
　糖尿病症例では、脳梗塞の頻度が高い
ことが知られています。大きな梗塞巣が
あれば片麻痺が起こり、小さな脳梗塞が
多発すれば、脳血管性痴呆になることが
あります。管理の不十分な糖尿病症例の
認知症の進行度は、非糖尿病の高齢者よ
りも４～５年早いことが報告されていま
す。
　療養型の施設で調査してみますと、寝
たきりになったご高齢の方で、糖尿病の
あるなしで２群に分けてみると、糖尿病
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のある群はそうでない群より４～５年若
いことがわかっています。つまり、管理
不良な糖尿病があると、数年早く寝たき
り（要介護）になることになります。
⑥閉塞性動脈硬化症（arteriosclerosis 
obliterance ASO）
　下肢の血管が閉塞し始めると、しびれ
や痛みのため、長く歩くことができなく
なります。完全に閉塞すると、足先が腐
って（足壊疽と呼ばれます）足を切断す
ることになります。
　糖尿病でなければ、こんな状態になる
前に足には激痛が走るのですが、長い間
高血糖を放置しておくと神経障害が進行
し、痛みを感じることがないので壊疽に
気がつかず、切断に至ることになるので
す。そこで、糖尿病専門外来におけるフ
ットケアの重要性が理解できます。

おわりに
　以上、糖尿病の合併症とその予防につ
いて、お話しいたしました。
　ここでは、糖尿病であることを知って
いながら治療を受けずに放置している方
が圧倒的に多いこと、そのため、きちん
と治療をすれば合併症進展という重大な
状態にならない時期をみすみす逃してし
まい、合併症が出現し、重症になるまで
放置してしまうことが、糖尿病の最大の
問題であることを強調して、まとめとい
たします。
（2013年12月８日、神戸支部・医科歯科
連携研究会、医科の話題提供から、次号
に歯科を掲載）

医療法人社団慈恵会新須磨リハビリテーション病院院長
いきいきの郷施設長　東邦大学名誉教授 芳野　原先生講演
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神戸① ３月23日（日）14時 県農業会館　11階大ホール

但　馬 ３月23日（日）15時 ホテル幸祥　２階

西　宮 ３月25日（火）14時 西宮市立勤労会館　１階大ホール

伊　丹 ３月27日（木）14時 伊丹シティホテル　３階光琳の間

明　石 ３月27日（木）14時 明石市生涯学習センター　アスピア明石９階子午線ホール

姫　路 ３月27日（木）14時30分 姫路じばさんびる　９階901会議室

小　野 ３月28日（金）13時30分 コミセンおの（小野市民会館）１階コミュニティホール

尼　崎 ３月28日（金）14時 尼崎商工会議所　７階701会議室

神戸② ３月29日（土）14時 県農業会館　11階大ホール

三　田 ３月29日（土）14時 三田市総合福祉保健センター　多目的ホール

加古川 ３月29日（土）15時 加古川市立勤労会館　３階301会議室

淡　路 ３月29日（土）15時 淡路市立しづかホール

病
院

神　戸 ３月23日（日）17時 県農業会館　11階大ホール

姫　路 ３月27日（木）17時 姫路じばさんびる　９階901会議室

２次Ｑ＆Ａ ４月24日（木）15時 県農業会館　11階大ホール

歯　

科

神戸① ３月23日（日）10時 県農業会館　11階大ホール

姫　路 ３月23日（日）15時 姫路市市民会館　４階第６会議室

西　宮 ３月23日（日）15時 西宮市役所東館　８階大ホール

明　石 ３月27日（木）19時 明石市生涯学習センター（アスピア明石北館）７階学習室１

伊　丹 ３月27日（木）19時 伊丹シティホテル　３階光琳の間

三　田 ３月29日（土）18時 三田市総合福祉保健センター　多目的ホール

加古川 ３月29日（土）18時30分 加古川市立勤労会館　３階302会議室

神戸② ４月６日（日）14時 保険医協会　５階会議室

薬　科 ４月26日（土）15時 保険医協会　６階会議室

※前号に会場一覧を掲載しています。別途送付の案内ハガキをご持参ください。
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